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澁谷　幹雄
浜田市議会議長 明

け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
健
や
か
に
新
春
を
お

迎
え
の
こ
と
と
、
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
平

素
よ
り
浜
田
市
議
会
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
10
月
の
市
議
会
議
員
選
挙
で
、
新
た
な

顔
ぶ
れ
も
加
わ
っ
た
22
名
の
議
員
が
選
ば
れ
ま

し
た
。
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
厳
粛
な
信
託
を

胸
に
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。
先
の
11

月
臨
時
会
議
に
お
き
ま
し
て
、
議
長
に
私
、
澁

谷
が
、
副
議
長
に
笹
田
卓
議
員
が
選
出
さ
れ
る

と
と
も
に
、
各
常
任
委
員
会
な
ど
の
構
成
も
決

ま
り
、
新
た
な
市
議
会
の
体
制
が
ス
タ
ー
ト
い

た
し
ま
し
た
。

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
前
議
会

に
お
き
ま
し
て
は
、
議
会
基
本
条
例
の
も
と
、

常
に
「
開
か
れ
た
議
会
、
見
え
る
議
会
」
を
追

求
し
、
議
会
改
革
を
推
し
進
め
、
地
域
井
戸
端

会
や
高
校
生
と
の
意
見
交
換
会
、
は
ま
だ
市
民

一
日
議
会
の
開
催
な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
声

を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の
取
組
を
重
ね
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
地
道
な
取
組
が
実
を
結
び
、
早
稲

田
大
学
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
創
造
研
究
所
が
公
表
し

た
「
地
域
経
営
の
た
め
の
議
会
改
革
度
調
査
」

に
お
い
て
、
全
国
１
，
５
４
４
議
会
の
中
で
総

合
第
２
位
と
い
う
大
変
光
栄
な
評
価
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
と
も

に
議
会
改
革
を
進
め
ら
れ
た
前
議
員
各
位
の
た

ゆ
ま
ぬ
努
力
の
賜
物
で
あ
り
、
深
く
敬
意
を
表

す
る
次
第
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
評
価
を
励
み
と
し
つ

つ
も
、
私
た
ち
は
浜
田
市
が
直
面
す
る
大
き
な

課
題
に
真
摯
に
向
き
合
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

特
に
、
急
激
な
人
口
減
少
は
本
市
に
と
っ
て
最

も
重
要
な
課
題
の
一
つ
で
す
。
20
年
前
の
合
併

当
時
に
約
６
３
，
５
０
０
人
で
あ
っ
た
人
口
は
、

現
在
４
８
，
０
０
０
人
を
下
回
り
、
特
に
近
年

は
そ
の
傾
向
が
顕
著
に
な
っ
て
い
ま
す
。
出
生

数
も
２
４
０
人
と
、
以
前
の
半
分
ほ
ど
と
な
り
、

こ
れ
に
伴
う
個
人
消
費
の
低
迷
と
い
う
地
域
経

済
へ
の
影
響
も
甚
大
で
す
。
私
た
ち
は
今
、
こ

の
大
き
な
課
題
を
市
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
乗

り
越
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

政
治
は
、「
結
果
責
任
」。

い
か
に
素
晴
ら
し
い
理
想
を
語
っ
て
も
、
そ

れ
が
市
民
生
活
の
向
上
と
幸
福
と
い
う
良
い
結

果
に
結
び
つ
か
な
け
れ
ば
、
そ
の
責
任
を
果
た

す
こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
二
元
代
表
制
の
一

翼
を
担
う
議
会
は
、
市
政
の
発
展
と
市
民
の
幸

福
の
実
現
の
た
め
に
存
在
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で

議
会
は
、
執
行
機
関
に
対
し
、
審
査
権
と
提
案

権
を
も
っ
て
そ
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
努
め

て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
の
浜
田
市
を

考
え
る
と
、
丁
寧
か
つ
迅
速
な
対
応
が
一
層
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

新
た
な
体
制
で
ス
タ
ー
ト
し
た
市
議
会
は
、

前
議
会
が
築
き
上
げ
た
改
革
の
成
果
を
継
承
し
、

更
に
発
展
さ
せ
、「
市
民
に
寄
り
添
い
、
信
頼

さ
れ
、
必
要
と
さ
れ
る
議
会
」
の
実
現
を
目
指

し
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
浜
田
市
議
会
は
、「
能
動

的
か
つ
主
体
的
」
な
議
会
と
し
て
、
そ
の
役
割

を
一
層
果
た
し
て
い
く
べ
き
時
を
迎
え
て
い
る

か
ら
で
す
。
執
行
機
関
へ
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
は

も
と
よ
り
、
議
会
が
市
民
の
た
め
の
政
策
を
熟

慮
し
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
予
算
獲
得
に
積
極

的
に
関
与
し
て
い
く
所
存
で
す
。
議
会
提
案
に

よ
る
子
育
て
支
援
や
都
市
整
備
と
い
っ
た
市
民

生
活
に
直
結
す
る
政
策
が
着
実
に
実
現
で
き
る

よ
う
、
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
の
課

題
を
乗
り
越
え
、
浜
田
市
の
輝
か
し
い
未
来
を

築
く
た
め
に
、
22
名
の
議
員
が
一
丸
と
な
っ
て

全
力
で
職
務
に
取
り
組
み
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご

健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
本
年
も
浜
田
市
議
会
へ
の
一
層

の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
新

年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

三浦　大紀
浜田市長

新年の　あいさつ

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
令
和
8
年
の
初
春
を

迎
え
ら
れ
た
こ
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

昨
年
10
月
の
選
挙
で
は
、
多
く
の
市
民
の
皆

さ
ま
、
各
方
面
か
ら
温
か
い
ご
支
援
を
頂
き
、

浜
田
市
長
と
し
て
市
政
の
か
じ
取
り
を
担
わ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
市
長
と
し

て
初
め
て
の
新
年
を
迎
え
、
そ
の
責
務
の
重
さ

に
改
め
て
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。
皆
さ

ま
か
ら
の
信
頼
を
大
切
に
し
て
、
浜
田
市
の
発

展
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
1
月
に

大
手
水
産
企
業
で
あ
る
㈱
三
陽
と
の
水
産
業
振

興
に
関
す
る
包
括
連
携
協
定
を
、
5
月
に
は
プ

ロ
キ
シ
マ
ー
㈱
と
瀬
戸
ケ
島
埋
立
地
に
お
け
る

養
殖
事
業
の
調
査
・
研
究
に
関
す
る
協
定
を
締

結
し
ま
し
た
。
新
た
に
始
動
し
た
こ
れ
ら
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
現
し
、
地
域
経
済
の
基
盤
で

あ
る
水
産
業
の
発
展
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

大
阪
・
関
西
万
博
で
は
、
6
月
の
浜
田
市
石

見
神
楽
単
独
公
演
に
続
き
、
7
月
に
は
浜
田
市

子
ど
も
神
楽
が
出
演
さ
れ
ま
し
た
。
い
ず
れ
も

国
内
外
か
ら
訪
れ
た
多
く
の
観
客
を
魅
了
し
、

万
博
フ
ァ
イ
ナ
ル
イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
演
に
も
つ

な
が
り
ま
し
た
。
浜
田
が
誇
る
伝
統
芸
能
・
石

見
神
楽
の
価
値
を
次
世
代
に
継
承
し
な
が
ら
、

そ
の
魅
力
を
生
か
し
た
観
光
振
興
に
取
り
組
み

ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
の
分
野
で
は
、
9
月
の
東
京
２
０

２
５
世
界
陸
上
に
出
場
し
た
三
浦
龍
司
選
手
が
、

男
子
３
０
０
０
ｍ
障
害
決
勝
で
8
位
に
入
賞
さ

れ
ま
し
た
。
浜
田
の
子
ど
も
た
ち
に
勇
気
と
元

気
を
与
え
て
く
れ
る
三
浦
選
手
に
、
引
き
続
き

市
民
の
皆
さ
ま
と
一
緒
に
エ
ー
ル
を
送
る
と
と

も
に
、
益
々
の
活
躍
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま

す
。そ

し
て
、
新
市
誕
生
か
ら
20
周
年
と
い
う
大

き
な
節
目
を
迎
え
た
10
月
に
は
、
記
念
式
典
を

開
催
し
、
浜
田
市
出
身
の
元
プ
ロ
野
球
選
手
・

監
督
で
あ
る
梨
田
昌
孝
氏
に
名
誉
市
民
の
称
号

を
授
与
し
ま
し
た
。
記
念
式
典
の
ほ
か
、
一
年

を
通
じ
て
、
市
民
団
体
な
ど
の
主
催
事
業
も
含

め
「
新
市
誕
生
20
周
年
記
念
」
を
冠
し
た
様
々

な
事
業
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
新
市
誕
生
20
年

の
歩
み
を
振
り
返
り
、
浜
田
市
の
更
な
る
発
展

を
目
指
す
契
機
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
浜
田
の
未
来
を
創
る
最
大
の
鍵

は
「
人
」
で
す
。
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
一
人

ひ
と
り
が
学
び
、
挑
戦
し
、
地
域
に
関
わ
り
合

う
中
で
、
人
が
育
ち
、
そ
の
力
が
更
に
地
域
を

支
え
て
い
き
ま
す
。
市
民
、
企
業
、
学
校
、
地

域
団
体
な
ど
あ
ら
ゆ
る
セ
ク
タ
ー
と
協
力
し
な

が
ら
、
こ
う
し
た
循
環
を
築
い
て
い
き
ま
す
。

人
口
減
少
が
進
む
中
で
も
、
持
続
可
能
な
地

域
の
姿
が
描
け
る
よ
う
、
地
域
の
つ
な
が
り
と

創
造
力
に
よ
っ
て
豊
か
さ
を
維
持
で
き
る
ま
ち
、

「
育
ち
、
育
て
る
、
浜
田
」
を
市
民
の
皆
さ
ま

と
一
緒
に
実
現
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
時
代
に
、

行
政
の
仕
組
み
や
働
き
方
も
自
ら
変
わ
っ
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
私
が
目
指

す
の
は
、「
新
し
く
て
、優
し
く
て
、強
い
行
政
」

で
す
。
前
例
に
捉
わ
れ
ず
に
新
た
な
チ
ャ
レ
ン

ジ
に
取
り
組
み
、
市
民
一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添

い
、
困
り
ご
と
を
受
け
止
め
る
優
し
さ
を
持
ち
、

市
民
か
ら
信
頼
さ
れ
、
地
域
を
支
え
る
確
か
な

力
を
持
つ
行
政
を
実
現
し
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
主
役
で
あ
る
市
民
の
皆
さ
ま

の
声
を
伺
い
な
が
ら
、
市
民
と
行
政
、
地
域
と

地
域
が
お
互
い
を
尊
重
し
な
が
ら
、「
ひ
と
つ

の
浜
田
」
と
し
て
、
こ
の
ま
ち
を
と
も
に
育
ん

で
い
き
ま
し
ょ
う
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
市
民
の
皆
さ
ま
の

ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
し
、
新
年

の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。



１
月
24
日
・
㈱
三
陽
と
水
産
業
の
振
興
に
関
す
る
包
括
連
携
協
定
締
結

　
　
27
日
・
特
定
地
域
づ
く
り
事
業
協
同
組
合
「
弥
栄
町
複
業
協
同
組
合
」
設
立

３
月
８
日
・
新
君
市
踏
切
「
愛
称
：
田
町
通
り
踏
切
」
の
開
通

　
　
　
　
・
市
道
浜
田
１
８
１
号
線
（
浜
田
橋
）
が
全
面
通
行
止
め

　
　
　
　
　
（
老
朽
化
に
伴
う
架
替
）

　
　
15
日
・
し
ま
ね
海
洋
館
ア
ク
ア
ス
開
館
25
周
年

　
　
23
日
・
議
会
改
革
度
調
査
２
０
２
４
総
合
ラ
ン
キ
ン
グ
に
お
い
て
、

　
　
　
　
　
浜
田
市
議
会
が
全
国
で
総
合
２
位
を
獲
得
（
中
国
・
四
国
・

　
　
　
　
　
九
州
地
方
で
は
３
年
連
続
１
位
）

５
月
１
日
・
ク
ル
ー
ズ
客
船
「
Ｍミ

ツ

イ

Ｉ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｉ
Ｏオ

ー

シ

ャ

ン

Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｎ
Ｆフ

ジ

Ｕ
Ｊ
Ｉ
」

　
　
　
　
　
が
浜
田
港
に
初
寄
港
（
５
月
及
び
11
月
に
計
３
回
寄
港
）

　
　
18
日
・
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
Ｌリ

リ

ー

ｉ
ｌｙ
さ
ん
に
浜
田
Pピ

ー
ア
ー
ルR

　
　
　
　
　
大
使
を
委
嘱

　
　
22
日
・
Ｐプ

ロ

キ

シ

マ

ー

ｒ
ｏ
ｘ
ｉ
ｍ
ａ
ｒ
㈱
と
瀬
戸
ケ
島
埋
立
地
に
お
け
る
養
殖

　
　
　
　
　
事
業
の
事
業
化
に
向
け
た
調
査
・
研
究
に
関
す
る
協
定
締
結

6
月

19
〜
20
日
・
大
阪
・
関
西
万
博
の
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
「
シ
ャ
イ
ン
ハ
ッ
ト
」

　
　
　
　
　
で
浜
田
市
単
独
石
見
神
楽
特
別
公
演
を
開
催

７
月
12
日
・
地
元
沖
合
底
び
き
網
漁
船
「
浜
吉
丸
」
の
新
船
２
隻
の
お
披

　
　
　
　
　
露
目
式
を
実
施

18
〜
22
日
・
海
上
自
衛
隊
ミ
サ
イ
ル
艇
「
う
み
た
か
」
が
浜
田
港
に
入
港

29
〜
31
日
・
大
阪
・
関
西
万
博
会
場
内
で
開
催
さ
れ
た
「
Ｌロ

ー

カ

ル

ｏ
ｃ
ａ
ｌ

　
　
　
　
　
Ｊジ

ャ

パ

ン

ａ
ｐ
ａ
ｎ
展
」
に
浜
田
市
子
ど
も
石
見
神
楽
が
出
演　
　

８
月
１
日
・
米
価
高
騰
対
策
と
し
て
、
お
米
ク
ー
ポ
ン
券
配
布

２
〜
５
日
・
令
和
７
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
体
操
競
技
大
会

　
　
　
　
　
が
開
催

新君市踏切「愛称：田町通り踏切」の開通
大阪・関西万博のメインホール「シャインハット」で
浜田市単独石見神楽特別公演を開催 新君市踏切「愛称：田町通り踏切」の開通

令和７年度全国高等学校総合体育
大会体操競技大会が開催

三浦龍司選手が東京2025世界陸上競技選手権で８位入賞

浜田市議会議員一般選挙が行われ、
新体制の議会発足

　
　
　
　
　

大
使
を
委
嘱

プ

ロ

キ

シ

マ

ー

D

大阪・関西万博のメインホール「シャインハット」で

　
　
６
日
・
県
営
ほ
場
整
備
事
業
安
城
地
区
着
工

　
　
９
日
・
新
市
誕
生
20
周
年
記
念
納
涼
夏
踊
り
大
会
を
開
催
（
※
）

　
　
28
日
・
テ
ラ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
㈱
と
自
治
体
Ｄ
Ｘ
推
進
に
向
け
た
調
査
・

　
　
　
　
　
研
究
に
関
す
る
協
定
締
結

９
月
１
日
・
㈱
キ
ヌ
ヤ
と
災
害
時
に
お
け
る
支
援
協
力
に
関
す
る
協
定
締
結

４
日
・
ク
ル
ー
ズ
客
船
「
飛
鳥
Ⅱ
」
が
８
年
振
り
に
浜
田
港
に
寄
港

　
　
５
日
・
日
・
マ
ル
タ
外
交
関
係
樹
立
60
周
年
事
業
と
し
て
、
マ
ル
タ

　
　
　
　
　
共
和
国
で
石
見
神
楽
公
演
を
実
施

　
　
14
日
・
三
桜
酒
造
跡
地
で
浜
田
駅
周
辺
エ
リ
ア
の
活
性
化
社
会
実
験

　
　
　
　
　
を
開
始
（
10
月
５
日
ま
で
計
５
回
実
施
）

　
　
15
日
・
三
浦
龍
司
選
手
が
東
京
２
０
２
５
世
界
陸
上
競
技
選
手
権
に

　
　
　
　
　
出
場
し
男
子
３
０
０
０
ｍ
障
害
決
勝
で
８
位
入
賞

10
月
１
日
・
日
本
郵
便
㈱
が
新
市
誕
生
20
周
年
を
記
念
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル

　
　
　
　
　
フ
レ
ー
ム
切
手
を
発
売
（
※
）

　
　
５
日
・
新
市
誕
生
20
周
年
記
念
式
典
を
開
催
し
、
浜
田
市
出
身

　
　
　
　
　
元
プ
ロ
野
球
選
手
の
梨
田
昌
孝
氏
に
名
誉
市
民
の
称
号

　
　
　
　
　
を
授
与
（
※
）

　
　
13
日
・
大
阪
・
関
西
万
博
の
万
博
フ
ァ
イ
ナ
ル
イ
ベ
ン
ト
に
浜
田
市

　
　
　
　
　
石
見
神
楽
（
大
蛇
）
が
出
演

　
　
19
日
・
浜
田
市
長
選
挙
及
び
浜
田
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

　
　
22
日
・
久
保
田
章
市
市
長
退
任

　
　
23
日
・
三
浦
大
紀
市
長
就
任

11
月
５
日
・
温
泉
総
選
挙
２
０
２
５
に
お
い
て
、
美
又
温
泉
が
「
美
肌
部

　
　
　
　
　
門
」
で
３
年
連
続
１
位
、
旭
温
泉
が
「
歴
史
／
文
化
部
門
」

　
　
　
　
　
で
２
年
連
続
１
位
を
獲
得

12
月
10
日
・
プ
ラ
ス
㈱
及
び
㈲
マ
キ
シ
ス
テ
ム
ズ
と
災
害
時
に
お
け
る
物

　
　
　
　
　
資
供
給
に
関
す
る
協
定
締
結

　
　
14
日
・
新
市
誕
生
20
周
年
記
念
フ
ォ
レ
ス
タ
コ
ン
サ
ー
ト
㏌ 
浜
田
を

　
　
　
　
　
開
催
（
※
）

　
　
23
日
・
㈱
大
磯
に
島
根
県
立
地
計
画
認
定
書
が
交
付
さ
れ
、
覚
書
調
印

　
　
　
　
　
（
市
内
に
新
工
場
増
設
）

日
・
三
浦
大
紀
市
長
就
任　

L

地元沖合底びき網漁船「浜吉丸」の
新船２隻のお披露目式を実施

シンガーソングライター Lilyさんに
浜田PR大使を委嘱

新市誕生20周年記念 納涼夏踊り大会
を開催

浜田市議会議員一般選挙が行われ、

㈱三陽と水産業の振興に関する包括連携
協定締結

令和7年
主なできごと浜田市の

B

月
に
計
３
回
寄
港
）ピーア

ー
ル
Ｃ

日
・
㈱
三
陽
と
水
産
業
の
振
興
に
関
す
る
包
括
連
携
協
定
締
結
Ａ

　
　
　
　
　

露
目
式
を
実
施
F

G
周
年
記
念
納
涼
夏
踊
り
大
会
を
開
催
（
※
）H

　
　
　
　
　

出
場
し
男
子
３
０
０
０
ｍ
障
害
決
勝
で
８
位
入
賞
I

新市誕生20周年記念式典を開催し、浜田市出身
元プロ野球選手の梨田昌孝氏に名誉市民の称号を授与

Ａ

三浦大紀市長就任L

クルーズ客船「MITSUI OCEAN FUJI」
が浜田港に初寄港

㈱三陽と水産業の振興に関する包括連携Ａ

G

主
な
で
き
ご
と

　
　
　
　
　

で
浜
田
市
単
独
石
見
神
楽
特
別
公
演
を
開
催
E

日
・
浜
田
市
長
選
挙
及
び
浜
田
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
K

E

F

３
月
８
日
・
新
君
市
踏
切
「
愛
称
：
田
町
通
り
踏
切
」
の
開
通
B

ＣDK H

　
　
　
　
　

を
授
与
（
※
）J

J

三浦龍司選手が東京2025世界陸上競技選手権で８位入賞I

クルーズ客船「MITSUI OCEAN FUJI」Ｃ

令
和
７
年
10
月
１
日
に
、
新
市
誕
生
か
ら
20
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
の
大
き
な
節
目
を
祝
う
た
め
、
１
年
を
と
お
し
て
「
浜
田
市
新
市
誕
生
20

周
年
記
念
」
の
冠
を
付
け
た
様
々
な
事
業
が
開
催
さ
れ
、
本
紙
面
掲
載
分
の
ほ

か
、
多
く
の
事
業
が
あ
り
ま
し
た
。（
※
）
は
、
新
市
誕
生
20
周
年
記
念
事
業

令
和
７
年
10
月
１
日
に
、
新
市
誕
生
か
ら
20
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

こ
の
大
き
な
節
目
を
祝
う
た
め
、
１
年
を
と
お
し
て
「
浜
田
市
新
市
誕
生
20

周
年
記
念
」
の
冠
を
付
け
た
様
々
な
事
業
が
開
催
さ
れ
、
本
紙
面
掲
載
分
の
ほ

か
、
多
く
の
事
業
が
あ
り
ま
し
た
。（
※
）
は
、
新
市
誕
生
20
周
年
記
念
事
業
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　市役所本庁と各支所の窓口をオンライン（Web会議ツール）でつなぎ、本庁に行かなくても支所の
窓口で本庁の職員と専門的な相談や、各種手続ができるようになります。
　オンラインが苦手な人も支所職員がご案内しますので、お気軽にご利用ください。

各支所市民福祉課

対応窓口・業務

支所→本庁

オンライン窓口
はじめます

利用の流れ

本庁

・住民票・戸籍等証明書などの発行
・亡くなられた方の手続
・住民票の異動・戸籍届出
・パスポート
・マイナンバーカード

総合窓口課 税務課
・所得課税・納税証明書などの発行
・市民税
・法人市民税
・軽自動車税
・市税等の徴収・口座振替

保険年金課
・国民健康保険　・国民年金
・福祉医療　　　・子ども医療
・後期高齢医療

・固定資産税
・土地、家屋、償却資産

資産税課 地域福祉課
・障がい福祉
・特別障害者手当

健康医療対策課
・介護保険
・高齢者福祉サービス
・養護老人ホーム
・健康相談

・児童手当
・放課後児童クラブ
・保育所・認定こども園

子ども・子育て支援課 環境課
・墓地・犬の登録
・狂犬病予防接種
・動物愛護(猫)　　・生活環境

１月５
日

(月) ～

問合せ
　総合窓口課総合窓口係　☎㉕９４００

　各支所市民福祉課を訪問し、本
庁へのオンライン相談利用を職員
に伝えてください。
　相談・申請に必要な書類も忘れ
ずに持参してください。

支所を訪問
　職員が機器を操作し
て本庁職員を呼び出し
ます。
　画面越しに職員との
相談を行ってください。

相談開始

　令和７年に世界や全国で活躍された皆さんや　　
　　　　　全国表彰を受けた皆さんを紹介します

１月14日　金城中学校の竹田絢音さんが第74回社会を明るくする運動作文コンテストにお
いて、全国保護司連盟理事長賞（優秀賞）を受賞

２月２日　浜田市出身の内田理久選手が第70回全日本インドアソフトテニス選手権大会で
初優勝（男子ペア）

２月16日　浜田市出身のＦリーガー 吉田圭吾選手が、所属チーム「バルドラール浦安」
のF1リーグ初優勝に貢献

４月15日　浜田市出身の神経科学者 田渕理史さんが、睡眠と脳の関係を調べる研究で、
文部科学大臣表彰「若手科学者賞」と米国の科学技術研究機構が主催する
「S

サ イ ア ロ グ

cialog賞」をダブル受賞 
６月15日　浜田市出身で東海大学硬式野球部所属の笹田海風選手が第74回全日本大学野球

選手権で首位打者賞を受賞
７月11日　三浦龍司選手が自身の持つ日本記録を２年振りに更新
　　　　　（ダイヤモンドリーグ・モナコ大会にて８分03秒43・大会成績２位を記録）
９月15日　三浦龍司選手が東京2025世界陸上競技選手権・男子3000ｍ障害で８位入賞 
10月７日　浜田市在住の美容師 佐々木千紗さんが第53回全日本美容技術選手権大会の
　　　　　中振り袖着付部門で優勝
11月９日　第62回全国聾学校卓球大会の女子シングルスで、浜田ろう学校の佐々岡希花さん

が優勝。櫻井結衣菜さんが３位
　　　　　浜田ろう学校が第62回全国聾学校卓球大会の女子団体で３位
11月23日　浜田第一中学校の清本幹太さんが、第20回ソフトテニス ジュニアジャパンカップ
　　　　　（U－14男子ダブルス）で３位

             三浦龍司選手が東京2025世界陸上・
             男子3000ｍ障害で８位入賞

            神経科学者の田渕理史さんが睡眠と脳の
            関係を調べる研究で、２つの賞を受賞

          金城中学校の竹田絢音さんが第74回社会を
　　　 明るくする運動作文コンテストにおいて、
          全国保護司連盟理事長賞（優秀賞）を受賞　

             笹田海風選手が第74回全日本大学野球   
             選手権で首位打者賞を受賞

          金城中学校の竹田絢音さんが第74回社会を
　　　 明るくする運動作文コンテストにおいて、
Ａ

いて、全国保護司連盟理事長賞（優秀賞）を受賞Ａ

            神経科学者の田渕理史さんが睡眠と脳の
            関係を調べる研究で、２つの賞を受賞

B

B

１月14日　金城中学校の竹田絢音さんが第74回社会を明るくする運動作文コンテストにお
いて、全国保護司連盟理事長賞（優秀賞）を受賞

２月２日　浜田市出身の内田理久選手が第70回全日本インドアソフトテニス選手権大会で
初優勝（男子ペア）

２月16日　浜田市出身のＦリーガー 吉田圭吾選手が、所属チーム「バルドラール浦安」
のF1リーグ初優勝に貢献

４月15日　浜田市出身の神経科学者 田渕理史さんが、睡眠と脳の関係を調べる研究で、
文部科学大臣表彰「若手科学者賞」と米国の科学技術研究機構が主催する
「S

サ イ ア ロ グ

cialog賞」をダブル受賞 
６月15日　浜田市出身で東海大学硬式野球部所属の笹田海風選手が第74回全日本大学野球

選手権で首位打者賞を受賞

２月２日　浜田市出身の内田理久選手が第70回全日本インドアソフトテニス選手権大会で２月２日　浜田市出身の内田理久選手が第70回全日本インドアソフトテニス選手権大会で

２月16日　浜田市出身のＦリーガー 吉田圭吾選手が、所属チーム「バルドラール浦安」２月16日　浜田市出身のＦリーガー 吉田圭吾選手が、所属チーム「バルドラール浦安」

４月15日　浜田市出身の神経科学者 田渕理史さんが、睡眠と脳の関係を調べる研究で、

６月15日　浜田市出身で東海大学硬式野球部所属の笹田海風選手が第74回全日本大学野球６月15日　浜田市出身で東海大学硬式野球部所属の笹田海風選手が第74回全日本大学野球

             笹田海風選手が第74回全日本大学野球                笹田海風選手が第74回全日本大学野球   
             選手権で首位打者賞を受賞

賞」をダブル受賞 B

C

C

             三浦龍司選手が東京2025世界陸上・             三浦龍司選手が東京2025世界陸上・
             男子3000ｍ障害で８位入賞

D

９月15日　三浦龍司選手が東京2025世界陸上競技選手権・男子3000ｍ障害で８位入賞 D
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育てる、
育ち、

浜田へ
市 長 所 信 表 明
　令和７年12月浜田市議会定例会議において、
三浦大紀市長が所信表明を行い、市政運営に
関する考えを述べました。その内容を抜粋し
てお知らせします。

市ホームページで
所信表明の全文を
ご覧いただけます。

は
じ
め
に

去
る
10
月
の
市
長
選
挙
に
お
い
て
、

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、

各
方
面
か
ら
の
力
強
い
ご
支
持
を
賜

り
、
浜
田
市
長
と
し
て
市
政
運
営
に

当
た
ら
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

私
に
寄
せ
ら
れ
た
温
か
い
ご
支
援

に
心
か
ら
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
浜

田
市
の
発
展
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
生

活
を
守
っ
て
い
く
使
命
を
担
う
こ
と

に
、
責
任
の
重
さ
を
感
じ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

浜
田
市
は
平
成
17
年
の
合
併
以
来
、

各
地
域
の
個
性
を
生
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
通
じ
て
市
勢
発
展
を
目
指
し
、

本
年
10
月
に
、
新
市
誕
生
20
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。

し
か
し
、
多
く
の
地
方
都
市
と
同

様
、
本
市
に
お
い
て
も
人
口
減
少
が

加
速
す
る
中
、
地
域
の
活
動
や
経
済

は
縮
小
し
、
税
収
の
減
な
ど
財
源
の

確
保
に
不
確
実
性
が
増
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
浜
田
市
に
大
切
な
こ
と
は
、

人
が
減
っ
て
も
持
続
で
き
る
地
域
の

姿
を
描
く
こ
と
で
あ
り
、
現
実
を
変

え
て
い
く
最
大
の
鍵
は
、「
人
を
育

て
る
こ
と
」
で
す
。
教
育
・
産
業
・

地
域
に
関
わ
る
全
て
の
人
が
力
を
合

わ
せ
、
浜
田
で
働
き
た
い
、
暮
ら
し

た
い
、
関
わ
り
た
い
と
思
っ
て
も
ら

え
る
人
を
増
や
し
て
い
く
取
組
を
進

め
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、「
新
し
く
て
、
優

し
く
て
、
強
い
行
政
」
を
目
指
し
ま

す
。
多
様
化
・
複
雑
化
す
る
地
域
課

題
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
新
し
い
事

業
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
市
民
一
人
ひ

と
り
に
寄
り
添
う
優
し
さ
と
、
地
域

の
安
全
安
心
な
暮
ら
し
を
守
る
強
さ

を
兼
ね
備
え
た
行
政
を
作
り
ま
す
。

人
が
育
ち
、
動
け
ば
、
文
化
・
暮

ら
し
・
経
済
・
自
然
環
境
の
豊
か
さ
、

そ
し
て
幸
福
度
の
向
上
に
つ
な
が
り

ま
す
。
市
民
と
行
政
、
地
域
と
地
域

が
お
互
い
を
尊
重
し
な
が
ら
前
に
進

む
、「
育
ち
、
育
て
る
、
浜
田
」
を

市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
実
現
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

①
こ
ど
も
に
や
さ
し
い
環
境
を

つ
く
る

こ
ど
も
た
ち
の
声
が
社
会
に
届
き
、

安
心
し
て
育
ち
、
学
び
、
自
分
ら
し

く
い
ら
れ
る
環
境
を
整
え
ま
す
。
地

域
全
体
で
子
育
て
を
支
え
る
体
制
を

整
え
、
保
育
所
や
学
校
だ
け
で
な
く

放
課
後
の
居
場
所
や
多
様
な
学
び
を

選
べ
る
仕
組
み
を
つ
く
り
、
一
人
ひ

と
り
の
可
能
性
が
伸
び
る
「
育
つ
土

壌
」
を
耕
し
て
い
き
ま
す
。

子
育
て
支
援
で
は
、
産
後
期
の
お

母
さ
ん
の
心
と
身
体
の
サ
ポ
ー
ト
事

業
の
拡
充
、
良
質
な
成
育
環
境
提
供

の
た
め
の
通
園
制
度
新
設
、
安
心
し

て
就
学
期
を
迎
え
る
た
め
の
発
達
支

援
体
制
の
強
化
、
子
ど
も
医
療
費
の

拡
充
に
よ
る
高
校
生
年
代
ま
で
の
完

全
無
償
化
の
実
施
な
ど
、
妊
娠
期
か

ら
出
産
・
子
育
て
期
に
わ
た
る
切
れ

目
の
な
い
支
援
に
努
め
ま
す
。

こ
ど
も
た
ち
の
声
が
社
会
へ
届
け

ら
れ
る
よ
う
、
学
校
や
地
域
で
意
見

表
明
や
参
加
の
機
会
を
保
障
す
る
条

例
の
制
定
に
取
り
組
み
ま
す
。
令
和

7
年
3
月
に
策
定
し
た
「
浜
田
市
こ

ど
も
計
画
」
の
基
本
理
念
「
こ
ど
も

や
若
者
が
自
分
ら
し
く
生
き
る
ま
ち

へ
」
の
実
現
に
向
け
、
こ
ど
も
関
連

施
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

乳
幼
児
期
は
、
生
涯
に
わ
た
る
人

格
形
成
の
基
礎
を
培
う
重
要
な
時
期

で
す
。
保
育
所
な
ど
と
、
浜
田
市
幼

児
教
育
セ
ン
タ
ー
、
関
係
機
関
が
連

携
し
、
市
全
体
の
幼
児
教
育
の
推
進

に
向
け
て
取
組
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
保
育
所
な
ど
と
小
学
校
と

の
円
滑
な
学
び
の
接
続
に
向
け
て
取

り
組
み
ま
す
。

学
校
教
育
で
は
基
礎
的
な
学
力
を

育
む
こ
と
は
も
と
よ
り
、
学
校
と
地

域
社
会
と
の
距
離
を
縮
め
、
地
域
全

体
で
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
の
可
能
性

が
伸
び
る
土
壌
を
耕
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
ど
も
が
安
全
で
安
心
な

環
境
で
学
ぶ
た
め
に
、
学
校
施
設
の

計
画
的
な
整
備
改
修
に
努
め
、
教
育

環
境
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

価
値
観
と
政
策

②
社
会
教
育
を
ま
ち
づ
く
り
の

土
台
に

人
は
、
出
会
い
と
学
び
を
通
じ
て

育
ち
ま
す
。
図
書
館
や
美
術
館
、
ま

ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
「
学
び

と
対
話
の
拠
点
」
と
し
て
進
化
さ
せ
、

世
代
や
立
場
を
こ
え
て
人
が
集
い
、

学
び
合
い
、
つ
な
が
る
機
会
を
増
や

し
ま
す
。
ま
ち
を
前
向
き
に
変
え
て

い
く
「
自
己
成
長
の
連
鎖
」
を
生
み

出
し
ま
す
。

地
域
社
会
に
関
心
を
持
ち
、
自
ら

が
で
き
る
こ
と
を
考
え
、
地
域
で
活

躍
す
る
人
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、

社
会
教
育
の
手
法
に
よ
る
人
づ
く
り

を
土
台
と
し
て
、
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
拠
点
で
あ
る
ま
ち
づ

く
り
セ
ン
タ
ー
に
、
幅
広
い
世
代
が

集
い
、
つ
な
が
る
よ
う
な
、
学
び
を

通
じ
た
人
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
活
動
の
主
体
は
市
民

で
す
。
市
担
当
課
職
員
や
ま
ち
づ
く

り
セ
ン
タ
ー
職
員
な
ど
を
中
心
に
、

各
地
域
の
課
題
解
決
や
地
区
ま
ち
づ

く
り
推
進
委
員
会
の
活
動
・
設
立
な

ど
、
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
地
域
の
取
組

を
進
め
る
た
め
に
、
必
要
な
サ
ポ
ー

ト
を
行
い
ま
す
。

こ
う
し
た
活
動
を
推
進
す
る
た
め

に
は
、
人
権
を
尊
重
す
る
ま
ち
づ
く

り
が
重
要
で
す
。「
浜
田
市
人
権
尊

重
都
市
宣
言
」
に
基
づ
き
、
同
和
問

題
を
は
じ
め
と
し
て
、
女
性
、
子
ど

も
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
な
ど
の
人

権
問
題
に
つ
い
て
、
一
人
ひ
と
り
の

生
き
方
や
考
え
方
を
認
め
合
い
、
人

権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の
実
現
に
取

り
組
み
ま
す
。

幅
広
い
世
代
が
図
書
館
や
美
術
館

を
利
用
し
、
読
書
や
芸
術
文
化
の
鑑

賞
や
創
作
を
楽
し
み
、
さ
ら
に
学
び

や
交
流
が
深
ま
る
よ
う
に
、
学
校
や

地
域
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
連
携

し
、
図
書
館
機
能
や
美
術
館
機
能
の

更
な
る
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

③
メ
リ
ハ
リ
あ
る
施
設
整
備
と

民
間
協
働

地
域
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
残
し

な
が
ら
も
、
使
わ
れ
て
い
な
い
施
設

や
役
割
が
重
複
す
る
公
共
施
設
は
見

直
し
、「
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
再
編
成
」

を
進
め
ま
す
。
同
時
に
、
民
間
の
事

業
者
や
団
体
と
積
極
的
に
連
携
し
、

施
設
運
営
や
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
高
め
、

財
政
的
に
も
持
続
可
能
な
ま
ち
を
育

て
ま
す
。

公
共
施
設
の
市
民
1
人
当
た
り
の

延
べ
床
面
積
は
、
類
似
自
治
体
な
ど

と
比
較
し
て
、
高
い
水
準
に
あ
り
ま

す
。
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
見
な
が
ら
、

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
基
づ

き
、
総
量
の
適
正
化
及
び
効
率
化
を

進
め
ま
す
。

浜
田
駅
周
辺
に
つ
い
て
は
、
関
係

者
や
市
民
の
皆
さ
ん
と
対
話
し
な
が

ら
、
浜
田
駅
周
辺
エ
リ
ア
の
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
を
早
期
に
策
定
し
、
そ

の
中
で
三
桜
酒
造
跡
地
の
位
置
付
け

及
び
利
活
用
に
つ
い
て
も
検
討
し
ま

す
。
そ
の
際
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
よ

る
瞬
間
的
な
に
ぎ
わ
い
だ
け
で
な
く
、

日
常
的
に
人
の
往
来
が
生
ま
れ
る
機

能
を
重
視
し
、
民
間
活
用
を
含
め
、

多
様
な
可
能
性
を
検
討
し
ま
す
。

④
産
業
と
働
き
方
を
ア
ッ
プ

デ
ー
ト

浜
田
に
「
暮
ら
し
続
け
た
い
」

「
戻
っ
て
き
た
い
」
と
思
え
る
人
を

増
や
す
に
は
、
受
入
れ
体
制
が
不
可

欠
で
す
。
企
業
の
採
用
力
向
上
を
支

援
し
、
事
業
承
継
・
起
業
促
進
な
ど

多
様
な
挑
戦
を
後
押
し
し
ま
す
。
新

た
な
働
き
方
と
産
業
を
と
も
に
育
て
、

地
域
の
力
に
変
え
て
い
き
ま
す
。

市
内
事
業
者
に
お
い
て
は
、
物
価

高
や
人
手
不
足
、
後
継
者
不
足
な
ど
、

事
業
継
続
に
厳
し
い
状
況
が
続
い
て

い
ま
す
。

そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
販
路
拡
大

や
商
品
開
発
、
技
術
開
発
な
ど
の
支

援
に
よ
る
競
争
力
の
強
化
を
後
押
し

す
る
と
と
も
に
、
各
事
業
者
が
必
要

な
人
材
を
確
保
で
き
る
よ
う
採
用
や

情
報
発
信
力
の
向
上
を
支
援
し
ま
す
。

後
継
者
不
足
に
は
、
関
係
機
関
と

連
携
し
、
事
業
承
継
の
推
進
に
努
め

ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
地
域
経
済
の
活
性
化

の
た
め
に
、
新
た
な
雇
用
の
場
や
創

業
者
を
増
や
す
こ
と
も
重
要
で
す
。

魅
力
あ
る
企
業
の
誘
致
を
行
う
と
と

も
に
、
創
業
す
る
方
へ
の
機
運
醸
成

か
ら
創
業
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
ま

で
の
一
連
の
支
援
を
、
商
工
団
体
を

は
じ
め
支
援
機
関
と
連
携
し
取
り
組

み
ま
す
。

農
林
水
産
業
は
、
地
域
資
源
を
生

か
す
重
要
な
産
業
と
位
置
付
け
、
そ

の
振
興
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

農
業
で
は
、
農
畜
産
物
の
生
産
拡

大
に
よ
る
農
業
産
出
額
の
増
加
に
努

め
ま
す
。

農
産
物
に
お
け
る
安
全
・
安
心
、

環
境
負
荷
低
減
な
ど
、
消
費
者
の
意

識
も
高
ま
っ
て
い
る
た
め
、
有
機
農

業
、
ス
マ
ー
ト
農
業
、
農
産
物
の
ブ

ラ
ン
ド
化
を
支
援
し
、
収
益
性
の
高

い
農
業
経
営
の
実
現
に
努
め
ま
す
。

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
が
進
む
中
、

更
な
る
離
農
の
拡
大
が
懸
念
さ
れ
る

た
め
、
新
た
な
担
い
手
の
確
保
や
、

持
続
可
能
な
農
業
を
引
き
継
ぐ
取
組

な
ど
、
地
域
農
業
の
維
持
・
発
展
の

仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

林
業
で
は
、
森
林
環
境
譲
与
税
を

活
用
し
、
森
林
整
備
や
素
材
生
産
を

進
め
、
市
産
材
の
普
及
促
進
、
林
業

従
事
者
の
人
材
育
成
を
図
り
な
が
ら
、

将
来
を
見
据
え
た
持
続
可
能
な
循
環

型
林
業
を
目
指
し
ま
す
。

水
産
業
で
は
、
現
在
、
浜
田
漁
港

の
水
揚
げ
は
全
国
的
な
水
産
資
源
の

減
少
に
加
え
、
地
元
漁
船
の
廃
業
等

に
よ
り
、
非
常
に
厳
し
い
状
況
が
続

い
て
い
ま
す
。

松原公園

世界こども美術館

浜
田
郷
土
資
料
館
に
つ
い
て
は
、

建
築
後
60
年
以
上
が
経
過
し
、
老
朽

化
が
著
し
い
た
め
、
建
替
え
整
備
に

向
け
早
急
に
取
り
組
み
ま
す
。

令
和
12
年
開
催
の
国
民
ス
ポ
ー
ツ

大
会
・
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

に
向
け
て
、
安
全
安
心
な
大
会
運
営

が
で
き
る
よ
う
計
画
的
に
施
設
改
修

を
進
め
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た

活
力
あ
ふ
れ
る
地
域
づ
く
り
の
契
機

に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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お
わ
り
に

浜
田
漁
港
の
水
揚
量
の
増
大
に
向

け
て
、
地
元
漁
船
の
存
続
支
援
、
外

来
船
の
入
港
促
進
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
大
手
水
産
企
業
で
あ
る
㈱
三

陽
の
加
工
場
な
ど
の
誘
致
や
瀬
戸
ケ

島
埋
立
地
を
活
用
し
た
陸
上
養
殖
の

事
業
化
に
向
け
た
取
組
を
推
進
し
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、「
ど
ん
ち
っ
ち
三
魚
」、

「
浜
田
港
四
季
の
お
魚
」
な
ど
の
水

産
ブ
ラ
ン
ド
の
一
層
の
認
知
度
向
上

を
図
り
、「
は
ま
だ
お
魚
市
場
」
を

核
と
し
た
漁
港
周
辺
エ
リ
ア
の
に
ぎ

わ
い
づ
く
り
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

地
域
経
済
や
消
費
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

縮
小
に
伴
い
、
市
外
か
ら
人
を
呼
び

込
む
観
光
振
興
は
、
極
め
て
重
要
な

取
組
で
、
宿
泊
・
飲
食
・
交
通
・
小

売
な
ど
幅
広
い
分
野
に
波
及
効
果
を

も
た
ら
し
、
地
域
で
稼
ぐ
力
を
強
化

す
る
有
効
な
手
段
で
す
。

本
市
に
は
、
豊
か
な
自
然
が
も
た

ら
す
食
や
温
泉
な
ど
に
加
え
、
全
国

に
誇
る
石
見
神
楽
と
い
う
地
域
資
源

が
あ
り
ま
す
。
２
０
２
５
大
阪
・
関

西
万
博
に
お
け
る
石
見
神
楽
公
演
は

大
き
な
反
響
を
呼
び
、
浜
田
市
を
国

内
外
へ
広
く
発
信
す
る
契
機
と
な
り

ま
し
た
。
一
方
で
、
石
見
神
楽
の
保

存
・
伝
承
は
大
き
な
課
題
で
す
。
今

後
の
石
見
神
楽
振
興
に
つ
い
て
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。

令
和
8
年
12
月
に
は
美
又
温
泉
外

湯
施
設
が
完
成
す
る
こ
と
か
ら
、
本

市
の
地
域
資
源
を
存
分
に
生
か
し
た

コ
ン
テ
ン
ツ
を
造
成
し
、
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
か
ら
販
路
拡
大
ま
で
の
一
体

的
な
実
施
な
ど
、
滞
在
型
観
光
を
推

進
し
、
観
光
消
費
の
増
加
と
地
域
経

済
の
活
性
化
を
目
指
し
ま
す
。

⑤
デ
ジ
タ
ル
で
暮
ら
し
と
経
済

を
前
進

急
激
な
人
口
減
少
が
進
む
中
、
医

療
、
福
祉
、
ま
ち
づ
く
り
、
教
育
、

産
業
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
は
不
可
欠
と

考
え
て
い
ま
す
。

地
域
全
体
で
の
Ｄ

デ
ィ
ー
エ
ッ
ク
ス
Ｘ
を
進
め
る

と
と
も
に
、
各
種
申
請
の
集
約
や

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
拡
充
な
ど
、

行
政
の
Ｄ
Ｘ
を
進
め
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
利
便
性
向
上
を
図
り
ま
す
。

高
齢
者
や
デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
が

苦
手
な
方
に
も
配
慮
し
た
「
誰
ひ
と

り
取
り
残
さ
な
い
」
や
さ
し
い
デ
ジ

タ
ル
を
実
現
し
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
の
考
え
の
も
と
、「(

仮
称)

浜

田
市
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
」を
策
定
し
ま
す
。

⑥
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
力
で
地
域

を
再
生

人
が
人
を
育
て
る
。
そ
の
原
点
は
、

日
々
の
つ
な
が
り
に
あ
り
ま
す
。
観

光
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
・
地
域
の
お

祭
り
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
、

誰
か
と
関
わ
り
、
誰
か
を
支
え
る
こ

と
で
、
自
分
自
身
も
育
っ
て
い
く
、

そ
ん
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
力
で
、
孤

独
や
孤
立
を
防
ぎ
、
浜
田
に
活
力
と

希
望
を
取
り
戻
し
ま
す
。

浜
田
市
の
将
来
人
口
は
今
後
10
年

間
で
１
１
．
8
％
、
20
年
間
で
２
２
．

８
％
減
少
す
る
と
推
計
さ
れ
て
お
り
、

今
後
も
人
口
減
少
に
は
向
き
合
っ
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

特
に
若
い
世
代
の
減
少
が
著
し
い

中
で
、
将
来
の
地
域
や
経
済
活
動
を

担
う
若
い
力
を
育
て
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
世
代
に
関
わ
ら
ず
、

一
人
ひ
と
り
が
自
ら
考
え
、
行
動
し
、

信
頼
を
育
む
「
自
治
の
力
」
を
発
揮

す
る
こ
と
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
地
域
外
の
人
々
と
の
接

点
づ
く
り
も
積
極
的
に
行
い
ま
す
。
移

住
検
討
者
に
向
け
た
仕
事
や
生
活
の
情

報
発
信
や
相
談
対
応
、
関
係
機
関
な
ど

と
連
携
し
た
取
組
を
進
め
ま
す
。

加
え
て
、
市
出
身
者
な
ど
と
の
緩

や
か
な
つ
な
が
り
、
都
市
部
在
住
の

若
者
な
ど
と
の
交
流
の
場
を
創
出
し

つ
つ
、
一
定
期
間
、
地
域
で
滞
在
す

る
事
業
な
ど
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ

り
、
将
来
的
に
、
移
住
検
討
層
に
つ

な
が
る
取
組
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

多
く
の
学
生
や
研
究
者
が
集
ま
る

島
根
県
立
大
学
浜
田
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、

県
西
部
唯
一
の
大
学
で
、
本
市
の
教

育
・
研
究
の
中
心
地
と
し
て
の
強
み

が
あ
り
ま
す
。
地
域
に
関
わ
る
学
生

や
研
究
者
が
増
え
て
い
る
た
め
、
地

域
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
取
り
組
む
研
究

活
動
な
ど
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
活
動
を
支
援
す
る
と
と

も
に
、
共
同
研
究
な
ど
を
通
じ
て
、

人
材
や
知
見
を
お
借
り
す
る
な
ど
、

双
方
向
の
関
係
を
構
築
し
、
若
者
の

学
び
と
地
域
定
着
を
促
し
ま
す
。

今
後
も
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
色

が
生
き
る
よ
う
、
そ
し
て
、
一
人
ひ

と
り
の
暮
ら
し
が
守
ら
れ
る
よ
う
、

地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

令
和
3
年
度
以
降
行
っ
て
き
た

「
中
山
間
地
域
振
興
枠
」
に
つ
い
て

は
、
各
地
域
の
課
題
解
決
の
た
め
の

共
有
の
財
源
と
し
て
、
当
面
継
続
実

施
し
ま
す
。

地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、
市

民
の
皆
さ
ん
と
行
政
が
一
体
と
な
っ

て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
積

極
的
に
市
民
の
皆
さ
ん
と
対
話
す
る

仕
組
み
を
設
け
ま
す
。

⑦
戦
略
的
な
生
活
基
盤
の
維
持

医
療
・
交
通
・
水
道
・
防
災
な
ど
、

暮
ら
し
を
支
え
る
基
盤
に
は
「
安

全
・
安
心
」
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
戦

略
的
な
更
新
計
画
に
基
づ
き
、
日
常

的
な
点
検
や
未
然
防
止
に
取
り
組
み
、

安
定
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

災
害
へ
の
備
え
は
も
と
よ
り
、
近
隣

自
治
体
な
ど
と
、
互
い
に
機
能
を
補

完
し
合
え
る
関
係
を
つ
く
り
ま
す
。

次
期
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
の
更
新

に
併
せ
て
、
災
害
情
報
Ｗウ

ェ

ブ

ｅ
ｂ
シ
ス

テ
ム
を
整
備
し
、
災
害
時
の
情
報
収

集
機
能
を
強
化
す
る
こ
と
で
、
市
民

が
よ
り
安
心
し
て
行
動
で
き
る
体
制

を
構
築
し
ま
す
。

地
域
防
災
力
の
向
上
に
向
け
、
自

主
防
災
組
織
の
組
織
率
向
上
や
育
成

に
努
め
ま
す
。
防
災
訓
練
の
充
実
や

防
災
出
前
講
座
を
通
じ
て
、
市
民
一

人
ひ
と
り
の
防
災
意
識
と
行
動
力
を

高
め
、
災
害
時
に
地
域
が
自
ら
守
り

支
え
合
う
体
制
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

公
共
交
通
は
、
通
学
や
買
い
物
な

ど
を
支
え
る
必
要
不
可
欠
な
生
活
基

盤
で
す
。
市
民
、
交
通
事
業
者
、
行

政
な
ど
が
一
体
と
な
っ
て
新
技
術
の

活
用
な
ど
も
含
め
、
持
続
可
能
な
地

域
公
共
交
通
体
系
の
構
築
を
図
り
ま

す
。高

齢
者
福
祉
で
は
、
住
み
慣
れ
た

地
域
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
よ
う
、

住
ま
い
、
医
療
、
介
護
、
予
防
、
生

活
支
援
が
一
体
的
に
提
供
さ
れ
る

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
構

築
を
目
指
し
、
医
療
・
介
護
連
携
の

推
進
、
介
護
予
防
・
認
知
症
施
策
の

推
進
及
び
権
利
擁
護
支
援
体
制
の
強

化
に
向
け
た
取
組
を
進
め
ま
す
。

地
域
医
療
で
は
、
安
定
し
た
医
療

を
提
供
し
続
け
る
た
め
に
、
機
能
分

化
と
相
互
連
携
に
よ
る
、
浜
田
医
療

圏
と
し
て
補
完
し
合
え
る
医
療
体
制

の
構
築
が
急
務
で
あ
り
、
浜
田
市
医

師
会
や
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
、
江
津

市
、
島
根
県
と
協
働
し
、
連
携
体
制

を
強
化
し
ま
す
。

ま
た
、
中
山
間
地
域
に
お
い
て
も
、

誰
ひ
と
り
取
り
残
す
こ
と
な
く
医
療

が
届
け
ら
れ
る
よ
う
努
め
ま
す
。

今
年
度
末
を
も
っ
て
、
浜
田
准
看

護
学
校
が
廃
校
と
な
り
ま
す
。
市
内

の
看
護
体
制
に
影
響
が
出
な
い
よ
う

浜
田
市
医
師
会
と
協
力
し
看
護
人
材

の
育
成
確
保
に
つ
い
て
重
点
的
に
取

り
組
み
ま
す
。

イ
ン
フ
ラ
整
備
で
は
、
山
陰
道
の

整
備
や
浜
田
道
の
4
車
線
化
、
矢
原

川
ダ
ム
の
建
設
、
市
が
管
理
す
る
道

路
や
橋
梁
の
点
検
・
老
朽
化
対
策
な

ど
に
取
り
組
み
、
災
害
の
防
止
な
ど

に
つ
な
が
る
よ
う
、
戦
略
的
に
進
め

ま
す
。

消
防
行
政
で
は
、
災
害
か
ら
住
民

の
生
命
、
身
体
、
財
産
を
守
る
た
め
、

消
防
団
、
近
隣
消
防
本
部
な
ど
と
連

携
を
強
化
し
、
更
な
る
消
防
力
の
向

上
に
努
め
ま
す
。

救
急
救
命
体
制
に
つ
い
て
は
、
地

域
と
消
防
の
連
帯
感
を
深
め
、
地
域

で
命
と
安
全
を
尊
重
す
る
文
化
を
育

み
ま
す
。

火
災
予
防
で
は
、
自
主
防
災
組
織

や
事
業
所
と
連
携
し
防
火
管
理
の
充

実
を
図
り
、
住
宅
防
火
、
林
野
火
災

予
防
に
取
り
組
み
ま
す
。

上
下
水
道
事
業
で
は
、
人
口
減
少

に
よ
る
収
益
の
減
少
は
避
け
ら
れ
ず
、

経
営
環
境
が
厳
し
さ
を
増
し
て
い
く

中
に
あ
っ
て
も
、
施
設
な
ど
の
老
朽

化
に
は
、
計
画
的
な
更
新
に
取
り
組

む
こ
と
で
、
安
定
稼
働
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
着
手
中
の
浜
田
処
理
区
下

水
道
整
備
事
業
で
は
、
令
和
8
年
度

中
の
供
用
開
始
に
向
け
工
事
を
推
進

し
、
早
期
収
益
化
す
る
た
め
、
接
続

支
援
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

地
域
住
民
や
地
元
事
業
者
と
密
接

に
連
携
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
導
入
と
省
エ
ネ
を
推
進
す
る
こ
と

で
、
自
然
と
の
共
生
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
地
産
地
消
、
地
域
経
済
の
循
環
を

同
時
に
実
現
し
て
ま
い
り
ま
す
。

⑧
財
政
運
営
に
つ
い
て

こ
れ
ら
の
事
業
を
行
う
た
め
に
、

健
全
な
財
政
運
営
は
重
要
で
す
。

市
民
の
生
活
基
盤
を
守
る
た
め
、

規
模
を
縮
小
し
な
が
ら
も
、
質
的
な

充
実
や
満
足
度
を
高
め
、
よ
り
豊
か

に
す
る
よ
う
に
「
賢
く
縮
む
」
と
い

う
視
点
も
導
入
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
行
政
サ
ー
ビ
ス
や
イ

ン
フ
ラ
を
無
駄
な
く
集
約
・
効
率
化

し
つ
つ
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
な
ど
を
活

用
し
、
生
活
の
質
は
維
持
・
向
上
さ

せ
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

本
市
の
財
政
状
況
は
、
繰
上
償
還

を
は
じ
め
と
し
た
行
財
政
改
革
を
着

実
に
実
施
し
、
財
政
健
全
化
が
進
ん

で
い
ま
す
。

一
方
で
、
歳
入
で
は
人
口
減
少
な

ど
に
よ
る
税
収
減
が
見
込
ま
れ
、
歳

出
で
は
少
子
高
齢
化
な
ど
に
伴
う
社

会
保
障
関
係
経
費
の
増
加
や
、
イ
ン

フ
レ
局
面
に
お
け
る
物
価
上
昇
に
加

え
、
金
利
上
昇
局
面
に
よ
る
利
払
い

負
担
の
更
な
る
増
加
な
ど
、
依
然
と

し
て
厳
し
い
財
政
運
営
が
続
く
こ
と

が
予
測
さ
れ
ま
す
。

新
た
な
行
政
需
要
や
必
要
と
な
る

事
業
を
着
実
に
実
施
し
て
い
く
た
め

に
は
、「
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
フ
ォ
ー
・

ビ
ル
ド
」
を
基
本
に
既
存
事
業
の
見

直
し
を
進
め
、
国
や
県
か
ら
の
補
助

金
や
過
疎
債
な
ど
を
的
確
に
活
用
す

る
な
ど
、
財
源
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

ふ
る
さ
と
寄
附
に
つ
い
て
は
、
本

市
の
貴
重
な
財
源
の
一
つ
で
あ
り
、

地
場
産
業
振
興
の
側
面
か
ら
も
推
進

し
ま
す
。

個
人
版
ふ
る
さ
と
寄
附
で
は
、
事

業
者
や
各
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
と
連
携

し
、
魅
力
あ
る
返
礼
品
の
開
発
や
情

報
発
信
に
力
を
入
れ
、
寄
附
額
増
加

に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
き
ま
し

て
も
、
企
業
向
け
に
本
市
の
受
入
れ

事
業
の
情
報
発
信
を
強
化
す
る
と
と

こ
れ
ま
で
、
私
の
市
政
運
営
に
関

す
る
基
本
的
な
考
え
方
を
申
し
上
げ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
し
っ

か
り
と
実
行
し
て
い
く
こ
と
が
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
負
託
に
お
応
え
す
る

こ
と
に
な
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

「
浜
田
ら
し
さ
」
を
存
分
に
感
じ
ら

れ
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
、

今
後
策
定
す
る
第
3
次
浜
田
市
総
合

振
興
計
画
に
掲
げ
る
各
種
事
業
が
着

実
に
推
進
で
き
る
よ
う
、
市
職
員
と

も
一
丸
と
な
っ
て
全
身
全
霊
で
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ご
支
援
、
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お

願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
私
の
所
信

と
い
た
し
ま
す
。

おお
わ
り

大阪・関西万博浜田市単独石見神楽公演診療訪問

愛称：田町通り踏切

も
に
、
積
極
的
に
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
全
国
の
皆
さ
ん
か
ら
い
た

だ
い
た
意
志
あ
る
ご
寄
附
を
地
域
活

性
化
や
地
域
の
課
題
解
決
に
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

未
来
世
代
に
負
担
を
押
し
付
け
ず
、

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、

持
続
可
能
な
財
政
運
営
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。

に

美又温泉足湯
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夢
します

を
応援
あなたの

令和８年度奨学金制度のご案内

益井俊雄奨学金
　このたび、浜田市出身の故益井俊雄さんのご遺志を受け継がれた吉本洋子さん、丸中美津子さんからのご
寄附を原資とした「益井俊雄奨学金」制度を創設し、令和８年度の奨学生を募集します。
　この奨学金制度は、海外短期留学又は文化芸術若しくはスポーツ活動などが経済的な理由により実施又は
継続が困難な学生（高校生、高等専門学校生）の夢や目標の実現を支援することを目的としています。

①海外短期留学 ②文化芸術・スポーツ活動など
募集人数 支給金額

※　一人１回限り
※　５月末ごろ支給予定

※　年２回、４月（初年度は７月と
10月に半年分ずつ支給）

高等学校など在学の最大３年間

１月26日㈪～３月31日㈫

　申請書類に必要事項を記入の上、必要書類を添えて、募集要項にある提出先に提出してください。
　募集要項・申請書類は、卒業又は卒業見込みの中学校、在学中の高等学校など、教育委員会教育
総務課（各支所教育委員会分室）にあります。市ホームページからダウンロードもできます。

教育総務課総務企画係　☎㉕９７００

A

共通事項（A、B、C）

・市内の中学校を卒業又は卒業見込みの人
・令和８年４月に学校教育法に基づく高等学校又は高
等専門学校に在籍予定の人

・ ４月１日から令和９年３月31日までの間に海外留学
を開始する人

・海外留学の期間（出発日、帰国日を含む）が７日以
上１年程度までであること

・市内の中学校を卒業又は卒業見込みの人
・令和８年４月に学校教育法に基づく高等学校又は
　高等専門学校に進学予定の人
・進学後、継続して文化芸術又はスポーツ活動などに
取り組む意欲のある人

・保護者が浜田市に住所を有する人
・保護者の収入又は所得が要項で定める基準以下の人
・人物が良好で学業成績が優秀な人

４人 20万円

対象 海外短期留学する高校生
※　現在の中学校３年生～高校２年生

募集人数 支給金額４人 月額３万円

支給期間

対象 文化芸術・スポーツ活動などに
意欲的に取り組む高校１年生
※　現在の中学校３年生のみ

対象

応募方法

問合せ

募集期間

給付型 併用可能

そのほか 本奨学金②（文化芸術・スポーツ活動など）の給付を受けた人は、今後、市が実施する大学生を
対象とした給付型奨学金は申請できません。

12広報はまだ：令和８年１月号

山藤功奨学金
　浜田市出身の故山藤功さんのご遺志を受け継がれた山藤法子さんからのご寄附を原資とした、「山藤功
奨学金」の奨学生を募集します。
　この奨学金制度は、優れた素質と向学心を持ちながら、経済的な理由により修学が困難な学生が学業に
専念できるよう修学を支援することを目的としています。

浜田市奨学金
　優れた素質と向学心を持ちながら、経済的な理由により修学が困難な学生などに対し、修学支援のため
の奨学金を貸与します。

①高等学校、中等教育学校
（後期課程）及び高等専門学校

②大学、短期大学及び専修学校
（専門課程）

坂根正弘奨学金
　浜田市出身で浜田市名誉市民の坂根正弘氏（㈱コマツ顧問）からの寄附金などを原資とした、「浜田市
坂根正弘奨学金」の令和８年度奨学生を募集します。
　この奨学金は、優れた学力を有し、高い志を持って大学で勉学に励む学生に対して奨学金を給付するこ
とにより、将来の科学技術及び医学の進歩、経済の発展などに貢献する人材を育成・支援することを目的
としています。

３月31日㈫まで

　申請書類に必要事項を記入の上、必
要書類を添えて、募集要項にある提出
先に提出してください。
　募集要項・申請書類は、市内の高等
学校にあるほか、市ホームページから
ダウンロードもできます。

政策企画課企画係　☎㉕９２００

B

C

D

※　年２回、４月（初年度は７月）
と10月に半年分ずつ支給

大学在学の４年間募集人数 支給金額２人 月額３万円 支給期間

募集人数 10人程度
貸与額 月額１万円

６年返還期間

募集人数 20人程度
貸与額 月額３万円

12年返還期間
利息 ※　年２回、４月（初年度は７月）と10月に半年分ずつ貸与します。

※　卒業の翌月から２年を経過した後、期間内に返還していただきます。
※　卒業後、一定期間浜田市に在住し、就労することなどにより、一部
返還が免除される場合もあります。

なし（①②共通）

※　年２回、９月と10月に半年分ずつ
支給

大学在学の最大４年間募集人数
支給金額

３人程度
月額４～６万円

支給期間

※　市が行うほかの奨学金との
　併用不可（同時申請は可能）。

※　市が行うほかの奨学金（益井
俊雄奨学金除く）との併用不可
（同時申請は可能）。

応募方法

問合せ

募集期間

給付型

貸与型 併用可能※

給付型 併用可能※
※　市が行うほかの奨学
金との併用不可（同時
申請は可能）。

対象 ・令和８年４月に学校教育法に基づく大学に進学予定の人

対象 ・令和８年４月に学校教育法に基づく高等学校、中等教育学校（後期課程に限る）、高等専
門学校、大学、短期大学、専修学校（専門課程に限る）に進学予定の人

そのほか 保護者の経済状況の急激な変化により修学が困難になった人を対象とする浜田市緊急奨学金貸与
者は随時募集しています。

対象 次の全てを満たす人

・令和８年３月31日において、市の住民基本台帳に
記録されている期間が通算して５年以上あること
・市内の高等学校を卒業し、奨学生認定時に大学１
年次に在籍予定であること
・向学心に富み、性行が良好で学業の成績が優秀で
あって、出身学校長の推薦を受けることができる
こと
・保護者の令和６年中の収入又は所得がおおむね要
綱に定める金額以下であること

※　大学キャンパス所在地による

併用可能※

※　A①については、
　４月15日㈬まで
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　問合せ　　大会に関すること
　　　　　山陰浜田港マリン大橋リレーマラソン実行委員会
　　　　　（観光交流課内）　☎㉕９５３１

　申込みに関すること
　㈲P

プ ラ ス

lus v
バ リ ュ ー

alue（申込受付受託事業者）
　☎０８５２67２８４４

参加申込期間

公式ホームページ（http://plusvalue.co.jp/
relay_hamada/）からR

ラ ン ネ ッ ト

UNNETのエントリーページ
にアクセスし申し込んでください。
※　RUNNETの会員登録（無料）が必要です。
※　申込状況により募集期間を延長する場合があり
　ます。

郵便振替用紙（払込取扱票）にて、郵便局で参
加料を添えて申し込んでください。
※　記入方法は公式ホームページをご覧ください。

公式ホームページ
はこちらから
見られます

２月14日㈯まで

UMIKAZE KAORU
RELAY &
SOLO MARATHON

in Sanin Hamada Port

うみかぜ薫る リレー＆ソロマラソン
in 山陰浜田港 ～マリン大橋４時間走り続け耐～

3 14/ 土

申込方法

場所 浜田漁港周辺

大会スケジュール 11：30　受付開始
12：10　開会式
12：30　スタート

16：30　競技終了

参加料 リレー部門　１人3,500円
ソロ部門　　１人3,500円

※　ソロ部門18歳未満　2,000円
※　参加料に、保険料・リレーマラソン記念タオル・
完走証（１チーム１枚）・参加賞を含みます。

※　企業で参加する場合は、企業宛で請求書・領収
書を発行します。福利厚生にご利用ください。

11：30～16：30

（変更になる場合があります）

コース案内図

１周　約２㎞

はまだお魚市場北側広場をスタートしてマリ
ン大橋で折り返して往復するマラソンです。昨
年に続き、リレー部門とソロ部門でエントリー
可能です。
リレーマラソンは、往復約２kmのコースを
２時間又は４時間の制限時間内にどれだけ周回
できるかを競います。
ソロマラソンは往復約２kmのコースを５往
復する10kmコースと10往復する20kmコースが
あります。男女問わずエントリーが可能です。
浜田の特色を生かした参加賞や、エイドス
テーションの設置を予定しているほか、各部門
の１～３位の人に部門賞を用意し、ランナーの
皆さんに満足していただける大会になるよう計
画しています。
仲間と楽しく走りたい人、記録に挑戦したい
人など、たくさんの参加をお待ちしています。

①インターネット ②郵便振替用紙（必着）

部門

ソロ部門

リレー部門

２
時
間
耐
久

男性

女性

男女混合

男子２～８人で構成

女子２～８人で構成

２～８人で構成
※　性別を問わない

４
時
間
耐
久

男性

女性

男女混合

男子２～15人で構成

女子２～15人で構成

２～15人で構成
※　性別を問わない

10km・20km 男性
女性

※　リレー部門・ソロ部門ともに年齢を問わない

自走できる健康な人

・約２㎞×５往復＝10㎞コース
・約２㎞×10往復＝20㎞コース

計100チーム
平均６～７人
約600人

見込み

約２㎞コースを２時間又は４時間周回

見込み
計200人

（全部門一斉）

折り返し地点

GOAL
START

駐車場

駐車場

通行規制区間

車両通行止・
警備員

駐車場

☆ スタート・
ゴール

★ 折り返し
地点

リレー
ポイント
or
エイド
ステーション

エイド
ステーション

リレー
ポイント
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「浜田への移住を検討する」なら…

　仕事や住まい、子育て環境、先輩移住者へのインタビュー記事など、浜田市
への移住・定住の情報を掲載しています。

移住・定住情報サイト「はまだぐらし」をチェック！！

移住
Q＆A

＼移住の疑問や不安を解消／
移住前後の暮らしの違いなど
リアルな生活をのぞき見

インタビュー
先輩移住者の暮らし 移住の

トリセツ

＼移住までのステップを解説します／

はまだぐらしは
こちらから
見られます

「移住について相談する」なら…

※　なお、オンラインでの相談は、事前予約制です。
　「はまだぐらし」の相談予約フォームからお問い合わせ
ください。

問合せ
定住関係人口推進課移住定住係　☎㉕９５１１

相談予約は
こちらから
できます

移住・定住相談受付中！（オンラインも可能）
電話や対面、オンラインで随時相談を受け付けています。

浜田市へのUターン・Iターンを考えている人へ浜田市へのUターン・Iターンを考えている人へやりたい仕事がみつかる

浜田deしごと体験
浜田市での仕事に興味がある大学生や、U・Iターンを検討している人を対象に、市内の事業所での仕事体験を
実施しています。浜田市の様々な仕事や、働く人に触れられるチャンスです。

建設現場見学や作業体験 介護福祉施設の見学

地域おこし協力隊
「スポーツ」、「農業」、「地域支援」など、様々な分野で活躍できる地域おこし協力隊が活動しています。浜田
市ではこれまでに35人の協力隊員（活動中の隊員を含む）を受け入れ、約７割の人が定着しています。現在は19
人（令和７年11月５日現在）の協力隊員が在籍しています。

期間：半日～３日間
※　事業所ごとに期間が異なります。

「浜田への移住」を応援します

わくわく浜田生活実現支援事業
　東京23区などから浜田市に移住した人に、移住
支援金を支給します。
補助金額　１世帯100万円、単身60万円
　　　　　※　子ども１人につき100万円加算
支給条件　 次の要件のいずれかを満たして浜田市

へ移住すること
　① くらしまねっとに本事業対象として掲載され
た求人に応募して就職が決定した人

　②東京23区在住などの会社員で、移住後も引き
　　続き業務をテレワークで実施する人
　③移住前に浜田応援団員だった人（条件あり）
　④起業支援金事業の交付決定を受けた人

宿泊費の補助もあります
　浜田市へU・Iターンを検討中の人が市内の宿泊
施設を利用した場合に、その費用を補助します。
補助金額　１人あたり１泊2,000円
　　　　　（１家族で上限２万円）
利用条件　①定住相談
　　　　　②就職活動又は住居探し

萩・石見空港をご利用ください
定住活動、就職活動、進学活動のために萩・
石見－東京線を利用する人に、その費用を補
助します（浜田市＋萩・石見空港利用拡大促
進協議会の助成）。
補助金額　１人往復最大8,000円

随時受付中

詳細は
こちらから

こちらから
申し込めます

ほかの協力隊員
はこちらから
見られます

体験型観光ツアー
の造成や地域の特
産品を活用した商
品の開発にチャレ
ンジしています。

弥栄の地域性を活
い

か
した有機的な生産を
より良い形で引き継
ぎ、その魅力を発信
することで憧れる産
業にしていきます。

　令和７年４月から、有機農業研修生及びフリーミッション型にて、
地域おこし協力隊に着任した隊員を紹介します。

インタビュー

有機農業研修生 フリーミッション型



1819 広報はまだ：令和８年１月号広報はまだ：令和８年１月号

予約希望日時（２月12日㈭～３月13日㈮　土・日・祝日を除く）※　第３希望まで記載してください。
第１希望 月　　　日（　　　　）　 午前（９時～12時）・午後（１時～５時）・どちらでも

第２希望 月　　　日（　　　　）　 午前（９時～12時）・午後（１時～５時）・どちらでも

第３希望 月　　　日（　　　　）　 午前（９時～12時）・午後（１時～５時）・どちらでも

予約申込書【市役所本庁第２東分庁舎のみ】 ※　１月20日㈫　午前８時30分から予約受付開始

浜 田 市 税 務 課 宛 　 　 FAX ： 0855 － 23 － 6941

■　注意事項　■
事前に整理・作成いただく書類など
・営業、農業、不動産のいずれかの収入があり、青色申告の承認を受けている人
　→「青色申告決算書」を事前にご自身で作成し、完成させてください。
・営業、農業、不動産のいずれかの収入がある人（青色申告者以外の人）
　→「収入金額」や「必要経費」について、項目ごとに集計し、金額を記載したものをご用意ください。
・医療費控除の申告を行う人
　→「医療費控除の明細書」の作成・添付が必要となるため、領収書に基づき「人ごと」・「病院ごと」に金額を集
　計し、金額を記載したものをご用意ください。
　※　あらかじめ整理・作成されていない場合は、申告相談をお受けすることができません。
その他
・１枚の「予約申込書」で申請者（本人）を含め、２人まで予約できます。
・窓口やFAXでの予約は、市が時間を指定するため、希望日・時間帯を第３希望まで必ず記載してください。
　予約時間の指定を希望する場合は、インターネットから予約をしてください。
・３月１日㈰は、休日窓口を開設します。

■　浜田市記入欄　■
・あなたの予約日時は、　　　　　月　　　　　日（　　）　　　　　時　　　　　分　です。
・当日は予約のあった順番で相談を行いますので、この「予約申込書」を持って、予約時間の15分前にお越しください。
・予約時間にお越しいただけない場合は、当日の受付ができない場合があります。
・キャンセルのみ直接電話で受け付けます。税務課市民税係（☎㉕９２３２）までご連絡ください。
・FAX送付状は省略します。

申請者（本人）

住所 浜田市 電話番号
（FAX）

－　　　　－
（　　　　－　　　　－　　　　）

氏名 生年
月日

大・昭・平・令
　　　年　　　月　　　日

職業 ・会社員・年金所得者・農業
・無職・その他（　　　　　　　）

申告内容（該当する項目に○を付けてください）

収入
給与 公的年金 営業 農業
不動産 配当 株式譲渡 土地・建物の譲渡
個人年金 生命保険一時金 シルバー人材センター配分金 その他（　　　　　　）

控除
社会保険料 小規模企業共済等掛金 生命保険料 地震保険料
配偶者・扶養 ひとり親・寡婦 障がい者 雑損（災害）
医療費 寄附金 住宅ローン（２年目以降） その他（　　　　　　）

申請者以外に申告する人

氏名 生年
月日

大・昭・平・令
　　　年　　　月　　　日

職業 ・会社員・年金所得者・農業
・無職・その他（　　　　　　）

申告内容（該当する項目に○を付けてください）

収入
給与 公的年金 営業 農業
不動産 配当 株式譲渡 土地・建物の譲渡
個人年金 生命保険一時金 シルバー人材センター配分金 その他（　　　　　　）

控除
社会保険料 小規模企業共済等掛金 生命保険料 地震保険料
配偶者・扶養 ひとり親・寡婦 障がい者 雑損（災害）
医療費 寄附金 住宅ローン（２年目以降） その他（　　　　　　）

税の申告相談予約を受け付けます
混雑が予想される「市役所本庁第２東分庁舎」での申告相談を、一部事前予約制で受け付けます。
19ページの「予約申込書」と併せてご確認ください。

申告相談期間

2月 日 木12 3月 日 金13～

予約開始日時

1月 日 火20 午前8時30分～

市役所本庁第２東分庁舎

※　３月１日㈰は休日窓口を開設します。
※　そのほかの会場については、市ホームページ又は広報２月号で確認してください。

（土・日・祝日を除く）

予約締切

来場希望日の前々日（土・日・祝日を除く）の午後11時59分まで
例１）２月27日㈮の予約　…　２月25日㈬の午後11時59分まで
例２）３月２日㈪の予約　…　２月26日㈭の午後11時59分まで

予約方法

１. 税務課窓口 ２. FAX

３. インターネット（24時間受付）

①氏名・希望日時など必要事項を19ページの「予約申
込書」に記載し、市役所開庁時間内（平日：午前８
時30分～午後５時）に税務課（市役所本庁舎２階⑮
番窓口）にお持ちください。

②希望する日時の空き状況を確認後、窓口で予約日時
をお伝えします。

①氏名・希望日時など必要事項を19ページの「予約申
込書」に記載し、FAX送信してください。

②希望する日時の空き状況を確認後、２日以内（土・
日・祝日を除く）に予約日時をFAXで返送します。

※　FAX番号の記載がない場合や１月20日㈫午前８時
　30分以前に送信した「予約申込書」は無効とします。

①市ホームページ又は下記２次元コードにアクセス。
②必要事項を入力し、希望日時を選択し予約。
③予約フォーム内の「予約に関する注意事項」を必ず
お読みください。

④予約当日に予約内容
を確認できるものを
お持ちください。

予約フォーム
はこちらから
入れます

予約の変更・キャンセル

「１. 税務課窓口」、「２. FAX」で予約した人
⇒　キャンセルのみ直接電話で受け付けます。

　　　予約変更を行う場合は、上記手順から再度手続
　　　してください。
「３. インターネット」で予約した人
　⇒　インターネットで手続が可能です。
　　　予約フォーム内の「予約の変更・キャンセルに
　　　関する注意事項」をお読みください。

・予約受付人数は、当日の受付予定数の半分を上限とし、
それ以外は当日に会場で受け付けます。

・各支所及び各まちづくりセンターでは、当日に会場で
受け付けます。

※　浜田市で申告相談・受付ができない人
　（以下のいずれかに該当する人）
　①令和８年１月１日時点で浜田市に住民登録がない
　②１年目の住宅借入金等特別控除の申告（税務署から
　　送付される「住宅借入金等特別控除の計算明細書」
　　を持っていない人）
　③令和８年１月１日以前に亡くなった人の準確定申告
　④令和６年分以前の所得税の確定申告

電話・郵便・メールでの予約はできません

注意事項

問合せ　税務課市民税係　☎㉕９２３２
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皆さんの

皆さんからのご意見を募り、計画を策定するための参考にします。

意見 しますを募集

　市では、「いつまでも暮らしていけるまち」を目指すため、「立地適正化計画」の策定に取り組んでい
ます。浜田市の未来のまちづくりに生かすため、あなたのご意見をお聞かせください。

募集テーマ（募集テーマは順次更新します。）
①浜田市にこれからも住み続けていく
　ために必要なこと（もの）は？

②地域の中心部をもっと便利にするため
　には、どんなものがあったら良い？

市ホームページ又は右記二次元コードから応募してください。応募方法
こちらから　
応募できます

問合せ
　建設企画課都市計画係　☎㉕９６０１

提出方法
　指定の様式に必要事項を記入の上、直接又は郵
送・℻  ・メールで提出してください。
※　意見を郵送で提出する場合は、募集期間最終
日必着です。
※　電話や口頭での意見、氏名・住所・連絡先が
明記されていない意見は受け付けられません。

※　メールの場合は、件名を「〇〇〇（案）に
係る意見」（〇〇〇には、上記①、②いずれ
かの計画名を入れてください。）とし、指定
の様式を添付し送信してください。
※　いただいた意見への個別回答は行いません。
※　指定の様式は、閲覧場所にあります。
　市ホームページからもダウンロードできます。

募集・閲覧期間　１月14日㈬～２月12日㈭まで
閲覧場所
・市役所本庁舎１階健康医療対策課
・各支所市民福祉課
・中央図書館
※　市ホームページでも閲覧できます。
提出・問合せ
・健康医療対策課健康づくり係
　〒697‒8501　浜田市殿町１番地
　☎㉕９３１１・℻  ㉓３４４０
　　mail：kenko@city.hamada.lg.jp
　・各支所市民福祉課（提出のみ）

パブリックコメント
計画などを作成する前にその案を公表し、皆さんからのご意見を募り、参考にします。

浜田市立地適正化計画

①新型インフルエンザ等対策行動計画（案）

募集・閲覧期間　１月27日㈫～２月26日㈭まで
閲覧場所
・市役所北分庁舎２階スポーツ振興課
・各支所防災自治課
・中央図書館
※　市ホームページでも閲覧できます。
提出・問合せ
・スポーツ振興課スポーツ振興係
　〒697‒8501　浜田市殿町１番地
　☎㉕９７２１・℻  ㉓５７５８

　　mail：sports@city.hamada.lg.jp
　・各支所防災自治課（提出のみ）

②サン・ビレッジ浜田アイススケート場の
機能転用に関する基本計画（案）
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　11月16日㈰に開催した市民憲章推進大会において、市民憲章の理念に基づく啓発・推進・実践
活動などに顕著な功績のあった次の個人10人及び１団体に、表彰状と記念品を贈りました。

【個人の部】
岡田　憲明　　（生湯町）
岡本　定興　　（熱田町）
片岡　功次　　（熱田町）
熊谷　るり子　（長沢町）
佐﨑　愛子　　（弥栄町程原）

問合せ　まちづくり社会教育課まちづくり推進係　☎㉕９２０１

令和７年度 市民憲章表彰

【団体の部】
田舎カフェ＆キッチン「陽氣な狩人」
　　　　　　　　　　　（弥栄町高内）

被表彰者（敬称略、50音順）

登録制度（緊急を要する場合など）
年度途中に会計年度任用職員を任用する場合で、ハローワークでの募集に応募がなかった場合や緊

急を要する場合（おおむね１週間以内）などには、登録制度により、事前に登録名簿に登載した人の
中から、面接試験などにより選考する場合があります。
有効期間　令和９年３月31日㈬まで
この登録は年度ごとに行い、令和７年度に登録している人も、令和８年度の登録を希望する場合に

は、新たに登録が必要となります。
登録方法
①令和８年度浜田市会計年度任用職員登録申込書（履歴書）に記入
※　申込書は市ホームページからダウンロード又は人事課にあります。
②市販の履歴書に必要事項を記載
※　記入後は市役所本庁舎３階人事課まで持参又は郵送してください。
※　様式は市ホームページからダウンロード又は人事課にあります。
受付期間　随時受け付けます。
注意事項　この登録は採用を約束するものではありません。
　　　　　原則ハローワークを通じ募集します。

市では、業務の必要に応じて、市役所や市の施設で働く会計年度任用職員を採用しています。
募集が必要な場合については、原則ハローワークを通じて募集します。

※　令和８年４月１日からの採用については、２月頃からハローワークを通じて募集します。

問合せ 人事課給与係　☎㉕９１３１
　　　　〒697-8501　浜田市殿町１番地

德田　壽子　（弥栄町三里）
栃原　賴枝　（弥栄町三里）
野上　理　　（三隅町三隅）
平野　映子　（竹迫町）
𠮷岡　哲志　（旭町今市）

全国大会出場 おめでとうございます
全国大会への入賞、出場報告のため、市役所を訪問された選手をご紹介します。

祝
第20回全国ブロック選抜U－12体操競技選手権大会

（群馬県：11月23日㈷～24日(振)）
高円宮杯第77回全日本中学校英語弁論大会
（東京都：11月26日㈬～28日㈮）

齋藤匠さん　（第二中学校３年）（左から）浜田体操クラブ
藤井明依さん（石見小学校６年）
垰玲花さん（長浜小学校６年）
※　垰さんは表敬は欠席

　　　旭なごみ体操クラブ
前田志龍さん（旭小学校４年）
野津亮太さん（旭小学校６年）

会計年度任用職員募集
令和８年度　浜田市

市役所で働いて
みませんか？

対象者 18歳以上の人
職種
事務員
必要な資格 Ｗｏｒｄ・Ｅｘｃｅｌを使用可能
報酬　月額 166,430円～197,200円

看護師
必要な資格 看護師資格
報酬　月額 175,695円～205,700円

保健師
必要な資格 保健師資格
報酬　月額 186,490円～211,820円

勤務時間 月17日以内、
１日７時間45分

勤務場所 ・市役所本庁舎
・各支所
・学校などの出先職場

任用期間 １年以内
※　更新する場合あり

※　実際の金額は、任用された人の職歴などを換算
し決定します。
※　勤務日（時間）数及び、勤務期間が一定数ある
場合、期末手当（最大2.525月）、勤勉手当（最大2.125
月）の支給があります。

働き方いろいろ

※　勤務時間は職種・勤務場所
によって異なります。



市長日記元気な浜田をつくります （令和７年11月）

浜田市総合スポーツ大会空手道競技、浜田市
空手道選手権大会、島根県西部地区空手道選
手権大会に出席し、挨拶しました（11月23日）

浜田商工会議所優良商工従業員表彰式に
出席しました（11月21日）

石見地方を拠点とするサッカークラブ
「ベルガロッソいわみ」から2025年度公
式戦の結果報告を受けました（11月21日）

いわみ福祉会大収穫祭に出席し、挨拶し
ました（11月23日）

石見地域循環共生協議会 設立記念
フォーラムに出席し、パネラーを務めま
した（11月22日）

浜田ロータリークラブ主催のモルック体験会に参加しました（11月30日）

企業版ふるさと納税により寄附をいただ
いた㈱サードウェーブに感謝状を贈呈し
ました（11月21日）

浜田市市民憲章推進大会を開催しました
（11月16日）

防衛省、地元選出国会議員に対し、海上自衛隊補
給基地誘致に係る要望活動を、市議会、市商工会
議所、石央商工会とともに行いました（11月13日）

美又温泉旅館組合と地域おこし協力隊の上代美帆
さんが、美又温泉の入浴剤を封入した郵便商品を
開発され、商品完成の報告を受けました（11月10日）

浜田PR大使 シンガーソングライター 
Lilyさんからの表敬訪問を受けました
（11月10日）

ふるさとチョイス大
感謝祭に参加し、浜

田市のふるさと納税
をPRしました

（11月８日）
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令和７年度コミュニティ助成事業

周布地区まちづくり委員会では、令和７年度コミュニティ助成事
業（宝くじ助成事業）により、アルミステージセット、音響機器な
どのコミュニティ活動備品を購入しました。
この事業は、宝くじの社会貢献広報事業として、その受託事業収

入を財源に（一財）自治総合センターが実施しています。整備した
備品を活用して、地域コミュニティの場の充実を図るとともに、地
域の活動が一層活発になるよう引き続き取り組んでいきます。

問合せ
　まちづくり社会教育課まちづくり推進係
　☎㉕９２０１

アルミステージセット、音響機器など購入

先着

事業者
５

相談

無料
対象
経営者
後継者
従業員9:00~17:00

相談時間は１事業者につき約１時間

1月 日(金)23
会場　市役所本庁舎４階講堂A

村上 弘基
(独）中小企業基盤整備機構中国本部
中小企業アドバイザー

さん

相 談 員

相談全般

山岡 直哉
島根県よろず支援拠点
サブチーフコーディネーター

さん

相 談 員

永田 真司
島根県事業承継・引継ぎ支援センター
サブマネージャー

さん

相 談 員

相談全般 事業承継相談のみ

相談内容に応じて、専門の相談員が対応します！

申込み　  下記二次元コードから申し込んでください。

こちらから
申し込めます 問合せ 商工労働課事業支援係　☎㉕９５０１

事業者なんでも個別相談会

アルミステージセット

発電機

音響機器

※　行事を抜粋して掲載しています。ほかにも各地域の産業祭をはじめとした多数のイベントに参加しました。
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遺構の解説をする学生

多くの来場者でにぎわう会場 山崎ていじさんの歌に合わせて踊る地元住民

防災ヘリコプターを見学する学生

島根県警察音楽隊による演奏

11月８日㈯、金城地域で、岡本甚左衛門ゆかりの地を巡る「第
18回岡本甚左衛門ウォーキング大会」が開催されました。
　当日は天候に恵まれ、108人の参加者が、約5.6kmのコースを
気持ちよく歩きました。コース途中にある８つのポイントでは、
金城中学校の生徒によるクイズと遺構についての解説があり、
岡本甚左衛門が孫世代に渡って築き上げた功績を分かりやすく
振り返ることができました。
　また、地域の人が語る貴重な情報も聞くことができ、学びの
秋にぴったりのイベントとなりました。

　11月４日㈫、三隅地域で地震と沿岸部における津波を想定し
た「三隅地域住民参加型防災訓練」を実施し、自主防災組織、自
治会、学校、事業所など計35団体、1,579人が参加しました。
　この訓練は、避難行動や安否確認の訓練による地域の防災力
向上を目的とし、三隅支所では、浜田警察署や消防本部と連携
した地区災害対策本部の運営訓練を実施しました。
　また、三隅中央公園では島根県防災航空隊による防災ヘリコ
プターの機体展示と救助訓練が行われ、三隅地域内の小中学生
が参加し、貴重な体験を得ることができました。

11月３日㈷、弥栄支所前イベント広場で「第36回弥栄産業ま
つり」が開催されました。当日は、地元の新鮮な農産物や各集
落・団体による出店を求めて、約3,000人の来場がありました。
　また、催しのアトラクションとして、弥栄中学校生徒による
和太鼓の演奏や地元ダンスチームのパフォーマンスなどが行わ
れ、会場はにぎわいを見せました。
　来場者からは「新鮮な野菜を買えたり、アトラクションを見
られたりして、弥栄の豊かな恵みを再認識した」との声があり
ました。

11月１日㈯と２日㈰に、ふれあいジム・かなぎで「第36回
さざんか祭り」が開催され、会場には約6,500人の来場があり、
活気に溢れた２日間となりました。
　初日の悪天候から一転、２日目は天候に恵まれ、来場者は屋
内外の様々な団体の出店や、農産物品評会、神楽やダンスなど
のステージイベントを楽しみました。
　また、１日目の屋内ステージイベントでは、新市誕生20周年
を記念し、島根県警察音楽隊による演奏パフォーマンスがあり、
圧巻の演奏で会場全体を盛り上げました。

　11月28日㈮から30日㈰の３日間、石央文化ホールで、島根県
西部を中心に活動する書道団体「五風会」主催による「第76回
五風書展」が開催されました。
　今年は、新市誕生20周年を記念した特別展示や五風会会員、学
生が書いた、長さ20mの超大書をはじめとする約1,000点の個性
豊かな作品が展示され、来場者の感性を刺激しました。
　最終日には、大ホールにおいて、小中学生、浜田高校書道部、
五風会会員の総勢44人で書道パフォーマンスが行われ、豪快か
つ流麗な筆さばきで観客を魅了しました。

　11月16日㈰、弥栄会館で「人権を考える集い」が開催されま
した。人権問題を考えるきっかけとして、映画『シェアしてみ
たらわかったこと』が上映され、多くの参加者が貴重な学びの
時間を過ごしました。この催しは、映画を通じて、多様な人々
がともに生きる社会の現実と、その中で必要とされる他者への
配慮などの重要性を参加者に再認識してもらうことを目的とし
て開催されました。映画の鑑賞後、参加者は「私たち一人ひと
りが、人権問題を再確認する機会になった」と話していました。

　11月９日㈰、旭公園市民体育館で「旭ふる里まつり2025」が
開催され、約2,500人の来場がありました。屋外では、飲食店に
よる出店や消防車両の展示があり、館内では、農林産物の品評
会や即売会、お米のすくい取り大会、旭地域各団体の活動紹介、
浜田市P

ピーアール

R大使の山崎ていじさんの歌謡ショーやL
リリー

ilyさんのラ
イブがあり、会場は熱気に包まれました。
　歌謡ショーの場面では、地元住民の人たちが、来場者を囲ん
で踊り、今回で40回目を迎えたふる里まつりは、今年も大いに
盛り上がりました。

　11月８日㈯、９日㈰の２日間、三隅中央公園で「みすみフェ
スティバル」が開催され、延べ6,800人の来場がありました。
　屋内ステージでは、三隅中学校吹奏楽部の演奏に始まり、浜
田P

ピーアール

R大使の山崎ていじさんの歌謡ショーやL
リリー

ilyさんのライブ、
石見神楽の上演など、多くのステージ発表が披露され、恒例の
餅まきや農林産物の品評会なども行われました。
　屋外エリアでは、地元の飲食店や屋台、はたらく車の展示な
どがありました。２日目は悪天候にもかかわらず、多くの来場
があり、両日とも大盛況となりました。三隅中学校吹奏楽部による演奏

映画鑑賞をする参加者

開拓の地を巡る
～ 岡本甚左衛門ウォーキング大会 ～

かなぎ 未来につなぐ、書の力
～ 五風書展 ～

はまだ

地元の魅力で盛況に
～ 弥栄産業まつり ～

やさか 旭地域最大のイベント
～ 旭ふる里まつり ～

あさひ

備えと意識と助け合い
～ 三隅地域住民参加型防災訓練 ～

みすみ 今日から変わる、日常のまなざし
～ 人権を考える集い ～

やさか

秋祭りを楽しむ
～ さざんか祭り ～

かなぎ 秋の一大イベント
～ みすみフェスティバル2025 ～

みすみ

書道パフォーマンスの様子
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浜
田
市
L
I
N
E
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

の
登
録
方
法

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
友
達
追
加
か
ら
「@

ham
ada-city

」
を
検
索
す
る

か
、
左
記
の
二
次
元
コ
ー
ド
を
読

み
取
り
、
友
達
追
加

公
式
Ｘ
（
旧
T
w
i
t
t
e
r
）
の

登
録
方
法

検
索
画
面
で
、「@

ham
ada_

bousai

」
と
検
索

F
a
c
e
b
o
o
k
の
登
録
方
法

検
索
画
面
で
、「
浜
田
市
防
災
防

犯
情
報
」
と
検
索

※

登
録
で
き
な
い
時
や
不
明
な
点

は
、
防
災
安
全
課
、
各
支
所
防
災

自
治
課
又
は
市
内
の
各
携
帯
電
話

シ
ョ
ッ
プ
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

防
災
安
全
課
防
災
安
全
係

☎
㉕
９
１
２
２

安
全
安
心

防
災
防
犯
メ
ー
ル
を

活
用
し
ま
し
ょ
う

市
で
は
、
気
象
情
報
や
防
災
危
機

情
報
、
防
犯
交
通
情
報
を
「
防
災
防

犯
メ
ー
ル
」
や
「
各
種
Sエ

ス
エ
ヌ
エ
ス

N
S
」
で

配
信
し
て
い
ま
す
。
災
害
な
ど
の
緊

急
時
に
、
メ
ー
ル
な
ど
で
受
信
し
た

情
報
は
、
内
容
を
何
度
も
見
直
す
こ

と
が
で
き
る
た
め
、
非
常
に
有
効
な

情
報
収
集
手
段
で
す
。

ま
だ
利
用
し
て
い
な
い
人
は
、
こ

の
機
会
に
登
録
し
、
ぜ
ひ
活
用
し
て

く
だ
さ
い
。

防
災
防
犯
メ
ー
ル
の
登
録
方
法

①t-ham
ada@

sg-p.jp

に
メ
ー
ル

を
送
信
。

※

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用
し
て

い
る
人
は
、
左
記
の
二
次
元
コ
ー

ド
を
読
み
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

※

二
次
元
コ
ー
ド
対
応
の
フ
ュ
ー

チ
ャ
ー
フ
ォ
ン
を
利
用
し
て
い
る

人
は
、
左
記
の
二
次
元
コ
ー
ド
を

読
み
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

②
返
信
メ
ー
ル
に
記
載
さ
れ
て
い
る

ア
ド
レ
ス
（
U
R
L
）
か
ら
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続

③
受
信
希
望
情
報
と
住
ま
い
の
地
域

を
選
び
、「
確
認
」
を
選
択
。
次

に
表
示
さ
れ
る
登
録
確
認
画
面
で

「
登
録
」
を
選
択

④
登
録
が
完
了
す
る
と
、
登
録
完
了

メ
ー
ル
が
届
き
ま
す
。

※

返
信
メ
ー
ル
が
返
っ
て
来
な
い

時
は
、
迷
惑
メ
ー
ル
設
定
が
原
因

の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場

合
は
、
こ
ち
ら
の
ド
メ
イ
ン
「@

sg-p.jp

」を
許
可
し
て
く
だ
さ
い
。

林
野
火
災
の
お
そ
れ
が
高
い
時
期

に
、
火
の
取
扱
注
意
を
早
め
に
周
知

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
左
表
の

と
お
り「
林
野
火
災
注
意
報・警
報
」

を
発
令
し
ま
す
。

令
和
８
年
１
月
１
日
か
ら

「
林
野
火
災
注
意
報
・
警
報
」

の
運
用
が
始
ま
り
ま
す

火
の
使
用
の
制
限

林
野
火
災
警
報
が
発
令
さ
れ
た
場

合
に
制
限
さ
れ
る
「
火
の
使
用
の
制

限
」
は
次
の
と
お
り
で
す
。

林野火災注意報・警報

林野火災注意報 林野火災警報

発令対象期間 １月から５月（林野火災発生の危険性が高いため）

発令の
タイミング

林野火災の予防上
注意を要する気象状況
になったとき

林野火災の予防上
危険な気象状況
になったとき

火の使用の制限 努力義務 義務（罰則あり）

①
山
林
・
原
野
な
ど
に
お
い
て
火
入

れ
を
し
な
い
こ
と

②
煙
火
を
消
費
し
な
い
こ
と

③
屋
外
に
お
い
て
火
遊
び
又
は
た
き

火
を
し
な
い
こ
と

④
屋
外
に
お
い
て
は
、
引
火
性
又
は

爆
発
性
の
物
品
、
そ
の
ほ
か
の
可

燃
物
の
付
近
で
喫
煙
し
な
い
こ
と

⑤
山
林
・
原
野
な
ど
の
場
所
で
、
火

災
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
大
で
あ

る
と
認
め
て
市
長
が
指
定
し
た
区

域
内
に
お
い
て
喫
煙
を
し
な
い
こ

と
⑥
残
火
（
た
ば
こ
の
吸
殻
を
含
む
）、

取
灰
又
は
火
粉
を
始
末
す
る
こ
と

⑦
屋
内
に
お
い
て
裸
火
を
使
用
す
る

時
は
、
窓
、
出
入
口
な
ど
を
閉
じ

て
行
う
こ
と

た
き
火
の
届
出
制
度

火
災
と
ま
ぎ
ら
わ
し
い
煙
又
は
火

炎
を
発
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
行
為
を

す
る
場
合
は
、
事
前
に
消
防
署
へ
の

届
出
が
必
要
で
す
。

「
た
き
火
」
も
行
為
の
対
象
に
含

ま
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

林
野
火
災
警
報
発
令
及
び
解
除
の
周

知
方
法

・
市
防
災
行
政
無
線
、
そ
の
ほ
か
の

市
が
管
理
す
る
広
報
設
備
及
び
通

知
シ
ス
テ
ム

・
消
防
用
車
両
、
広
報
車
な
ど
に
よ

る
巡
回
広
報

問
合
せ

消
防
本
部
予
防
課
予
防
係

☎
㉒
１
１
６
７

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
関
係

手
続
の
た
め
の
休
日
窓
口
を

開
設
し
ま
す

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
取
、

申
請
サ
ポ
ー
ト
、
電
子
証
明
書
の
更

新
手
続
の
た
め
の
休
日
窓
口
を
開
設

し
ま
す
。
平
日
の
受
付
時
間
内
で
の

来
庁
が
困
難
な
場
合
は
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

更
新
手
続

有
効
期
限
の
約
３
か
月
前
に
、「
有

効
期
限
通
知
書
」
が
届
き
ま
す
。
通

知
書
が
な
く
て
も
、
更
新
手
続
が
可

能
で
す
。

開
設
日

１
月
24
日
㈯

受
付
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
正
午

受
付
窓
口

市
役
所
本
庁
舎
１
階
総
合
窓
口
課

注
意
事
項

・
本
庁
舎
の
み
で
の
実
施
で
す
。

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
関
係
以
外

の
手
続
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
当
日
の
混
雑
状
況
に
よ
っ
て
、
お

待
た
せ
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ

総
合
窓
口
課
総
合
窓
口
係

☎
㉕
９
４
０
０

マイナンバー
カードの詳細
はこちらから
見られます

生
活
・
環
境

環 境 コラムコラム

「衣」「食」「住」のひと工夫で
　　　　　　　　　　　あたたかく過ごしましょう！

　過度な暖房に頼らず、冬を快適に過ごすライフスタイルです。
　暖房利用によるCO2を削減し、地球温暖化を防止しましょう。

～W
ウ ォ ー ム

ARM B
ビ ズ

IZとは ～

実践のポイント
過度な暖房使用を控え、室温20℃以下でも、快適に過ごせるようにすること

問合せ　環境課くらしと環境係
　　　　☎㉕９４２０

首、手首、足首の「三つの首」
を温めましょう
　マフラーや手袋、レッグウォー
マーを活用し、太い血管を温め
ることで体全体が温まります。
素材に着目し、おしゃれに温ま
りましょう
　上に羽織るものは機能性素材
を使用したセーターなどを選ぶ
ことで着ぶくれを防ぎながら、
あたたかさとおしゃれ度を上昇
できます。
ひざ掛けやストールを活用しま
しょう
　小物を利用して、こまめな体
温調整ができるようにしましょ
う。

「鍋」で体も室内もあたためま
しょう
　鍋は体も室内もあたたかくで
き、暖房の影響を緩和できるた
め、一石二鳥です。
　体感温度は温度だけでなく、
湿度や気流などのバランスで変
わります。鍋からは湯気が発生
するため、室内を加湿でき、体
感温度が上昇します。
　また、根菜類、しょうがなど
体を温める食材にこだわること
も大切です。

温度を意識し、体感温度を上げ
ましょう
　温度計を近くに置いて室内環
境を「見える化」することで、
無駄な暖房使用を控えられます。
窓やドアに注目しましょう
　窓やドアなど家の様々な部分
が空気や熱の出入口になります。
一度暖めた空気を外に出さない
よう、室内に閉じ込めておくこ
とが重要です。
「道具」や「小物」で暖房に頼
りすぎない工夫をしましょう
　湯たんぽや毛足の長いスリッ
パ、クッションなどを効果的に
活用することで、足元や腰周り
からくる冷えの対策になります。

衣 食 住
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有

料

広

告

広
告
募
集
中

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

住

宅

空
き
家
情
報
を
提
供
し
て

く
だ
さ
い

市
で
は
、
使
用
予
定
の
な
い
「
空

き
家
」
を
探
し
て
い
ま
す
。

空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
し
て
、
空

き
家
を
有
効
活
用
し
ま
せ
ん
か
。

空
き
家
を
所
有
し
て
い
る
人
、
空

き
家
を
知
っ
て
い
る
人
か
ら
の
情
報

提
供
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
と
は
、
使

用
予
定
の
な
い
空
き
家
を
登
録
し
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
Ｕ
・
Ｉ

タ
ー
ン
希
望
者
な
ど
に
情
報
提
供

を
行
う
制
度
で
す
。

問
合
せ

定
住
関
係
人
口
推
進
課

移
住
定
住
係

☎
㉕
９
５
１
１

空き家バンク
ホームページ
はこちらから
見られます

「
住
ま
い
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー

ト
」
は
家
系
図
や
建
物
・
土
地
の
所

有
状
況
に
加
え
、
こ
れ
ら
を
将
来
ど

う
し
た
い
か
な
ど
の
情
報
を
記
入
で

き
る
も
の
で
す
。

空
き
家
に
な
る
前
に
、
家
族
で
住

ま
い
の
将
来
を
考
え
る
き
っ
か
け
と

す
る
ほ
か
、住
ま
い
の「
活い

か
し
方
」

「
し
ま
い
方
」
に
関
す
る
制
度
や
手

続
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
に
活
用

し
て
く
だ
さ
い
。

配
布
場
所

・
建
築
住
宅
課
空
き
家
対
策
室

（
北
分
庁
舎
３
階
）

・
市
役
所
本
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

・
各
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

「
住
ま
い
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ノ
ー
ト
」
を
活
用
し
て

く
だ
さ
い

問
合
せ

建
築
住
宅
課
空
き
家
対
策
室

☎
㉕
６
３
０
３

こちらから
ダウンロード
できます

産

業

地
域
活
性
化

養
蜂
振
興
法
第
３
条
で
は
、
原
則

と
し
て
全
て
の
蜜
蜂
飼
育
者
は
、
毎

年
１
月
に
島
根
県
に
飼
育
届
出
書
を

提
出
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

対
象現

在
は
蜜
蜂
を
飼
育
し
て
い
な
く

て
も
、
年
内
に
蜜
蜂
を
飼
育
す
る
予

定
の
人
は
届
出
の
対
象
と
な
り
ま
す

（
想
定
さ
れ
る
最
大
蜂
群
数
を
記
載

し
て
く
だ
さ
い
）。
飼
育
し
て
い
る

蜜
蜂
の
種
類
（
西
洋
蜜
蜂
・
日
本
蜜

蜂
）に
関
わ
ら
ず
、届
出
が
必
要
で
す
。

届
出
期
間

養
蜂
飼
育
届

毎
年
１
月
31
日
ま
で

（
１
月
１
日
現
在
の
状
況)

※

新
た
に
蜜
蜂
の
飼
育
を
開
始
し

た
場
合
は
、
随
時
届
出
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

蜜
蜂
飼
育
変
更
届

届
出
事
項
の
変
更
後
１
か
月
以
内

飼
育
届
出
書
提
出
先

・
農
林
振
興
課
林
業
畜
産
係

☎
㉕
９
５
１
０

・
各
支
所
産
業
建
設
課

注
意
事
項

飼
育
届
の
提
出
を
も
っ
て
飼
育
が

許
可
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
提
出

後
に
蜂
群
の
配
置
調
整
が
必
要
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

蜜
蜂
の
飼
育
に
関
す
る
相
談
・
問
合
せ

島
根
県
農
林
水
産
部
畜
産
課

☎
０
８
５
２
㉒
５
１
１
３

農
地
の
手
入
れ
が
さ
れ
ず
雑
草
が

生
え
る
と
、
ブ
タ
ク
サ
な
ど
の
花
粉

の
飛
散
に
よ
る
花
粉
症
の
症
状
や
害

虫
な
ど
に
よ
る
農
作
物
へ
の
被
害
の

原
因
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
有
害
鳥

獣
の
す
み
か
に
な
る
な
ど
、
周
辺
環

境
へ
の
影
響
も
心
配
さ
れ
ま
す
。

農
地
所
有
者
や
耕
作
者
に
は
、
自

ら
の
責
任
に
お
い
て
適
正
な
農
地
管

理
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
自
分
で
耕
作
で
き
な
い
な

ど
農
地
の
利
用
で
悩
ん
で
い
る
人
は
、

地
域
の
農
業
委
員
又
は
農
業
委
員
会

事
務
局
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

・
農
林
振
興
課
林
業
畜
産
係

☎
㉕
９
５
１
０

・
農
業
委
員
会
事
務
局

☎
㉕
９
８
２
０

日
頃
か
ら
農
地
の
適
正
管
理

に
努
め
ま
し
ょ
う

家
畜
伝
染
病
予
防
法
に
基
づ
く
定
期

報
告家

畜
・
家
き
ん
を
飼
っ
て
い
る
人

は
、
毎
年
２
月
下
旬
頃
ま
で
に
島
根

県
に
飼
養
状
況
を
報
告
す
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

飼
養
頭
羽
数
の
変
更
な
ど
が
あ
る

場
合
や
、
新
た
に
動
物
の
飼
養
を
開

始
し
た
人
は
、
必
ず
農
林
振
興
課
又

は
各
支
所
産
業
建
設
課
へ
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

対
象
動
物

牛
、
水
牛
、
馬
、
鹿
、

羊
、
山
羊
、
豚
、
イ
ノ
シ
シ

家
き
ん
（
鳥
類
）

鶏
（
チ
ャ
ボ
・
軍
鶏
・
烏
骨
鶏
な

ど
）、
ウ
ズ
ラ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ウ
ズ

ラ
、
ア
ヒ
ル
、
マ
ガ
モ
、
ア
イ
ガ
モ
、

フ
ラ
ン
ス
ガ
モ
、
ガ
チ
ョ
ウ
、
キ
ジ
、

ヤ
マ
ド
リ
、
七
面
鳥
、
ホ
ロ
ホ
ロ
鳥
、

ダ
チ
ョ
ウ
、
エ
ミ
ュ
ー
）

届
出
期
間

飼
養
状
況
報
告

毎
年
2
月
下
旬
頃

（
２
月
１
日
現
在
の
状
況
）

注
意
事
項

・
1
頭
、
1
羽
飼
っ
て
い
る
場
合
で

も
届
出
が
必
要
で
す
。

・
飼
育
の
目
的
を
問
わ
ず
届
出
が
必

要
で
す
。
愛
玩
や
教
育
目
的
、
畜

産
物
の
自
家
消
費
目
的
で
も
必
ず

届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

牛
、
馬
、
豚
、
羊
、
山
羊
、

家
き
ん
（
鶏
な
ど
）
を
飼
養

し
て
い
る
人
は
届
出
が
必
要

で
す

※

未
報
告
や
虚
偽
の
報
告
は
罰
則

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

報
告
・
問
合
せ

・
農
林
振
興
課
林
業
畜
産
係

☎
㉕
９
５
１
０

・
各
支
所
産
業
建
設
課

「
公
益
信
託
し
ま
ね
女
性
フ
ァ
ン

ド
」
と
は
、
島
根
県
で
女
性
が
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
取
り
組
む
社

会
活
動
事
業
の
た
め
の
助
成
金
で

す
。
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
貢
献

す
る
女
性
た
ち
の
取
組
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

対
象
団
体

・
県
内
の
女
性
を
中
心
に
活
動
す
る

民
間
団
体
・
グ
ル
ー
プ

・
構
成
員
は
お
お
む
ね
10
人
以
上
（

初
回
申
請
の
み
５
人
以
上
）
で
、

そ
の
半
数
以
上
が
女
性

※

た
だ
し
次
の
⑤
は
2
人
以
上

（
う
ち
女
性
が
半
数
以
上
）
の
団

体
で
申
請
可
能

・
代
表
者
が
女
性
で
、
役
員
の
半
数

以
上
が
女
性

対
象
事
業

４
月
１
日
〜
令
和
９
年

３
月
31
日
に
実
施
す
る
次
の
事
業

①
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り

②
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り

③
次
代
を
担
う
人
づ
く
り

公
益
信
託
し
ま
ね
女
性
フ
ァ
ン
ド

女
性
を
中
心
に
活
動
し
て
い
る

団
体
な
ど
に
助
成
し
ま
す

④
水
と
緑
豊
か
な
環
境
づ
く
り

⑤
働
く
女
性
が
活
躍
で
き
る
社
会
づ

く
り

助
成
金
額

１
件
あ
た
り
対
象
経
費

の
２
／
3
を
助
成
（
1
万
円
単
位

で
上
限
50
万
円
）

※

②
⑤
は
、
対
象
経
費
全
額
を
助

成（
1
万
円
単
位
で
上
限
10
万
円
）

募
集
締
切
日

１
月
15
日
㈭

申
請
方
法

申
請
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※

申
請
用
紙
は
、
市
役
所
本
庁
舎

２
階
人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン

タ
ー
及
び
各
支
所
防
災
自
治
課
に

あ
り
ま
す
。

助
成
決
定

３
月
下
旬
予
定

申
請
・
問
合
せ

公
益
信
託
し
ま
ね

女
性
フ
ァ
ン
ド
事
務
局

☎
０
８
５
４
84
５
５
１
４

令
和
７
・
８
年
度
建
設
工
事

等
入
札
参
加
資
格
審
査
（
追

加
審
査
）
の
申
請
を
受
け
付

け
ま
す

令
和
８
年
度
に
市
が
発
注
す
る
建

設
工
事
及
び
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

業
務
な
ど
の
競
争
入
札
に
参
加
を
希

望
す
る
人
の
う
ち
、
有
資
格
者
名
簿

に
登
録
が
な
い
人
や
登
録
し
て
い
な

い
工
種
（
業
種
）
を
追
加
す
る
人
な

ど
が
対
象
で
す
。

申
請
方
法

島
根
県
と
県
内
市
町
が
共
同
利
用

す
る
資
格
申
請
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し

ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
の
申

請
後
、
必
要
書
類
を
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
。

※

申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

１
月
15
日
㈭
〜
26
日
㈪

郵
送
先

〒
６
９
７
‐
８
５
０
１

浜
田
市
殿
町
１
番
地

契
約
管
理
課
入
札
管
理
係

問
合
せ

契
約
管
理
課
入
札
管
理
係

☎
㉕
９
１
４
１

島
根
県
内
の
事
業
場
で
働
く
全
て

の
労
働
者
と
そ
の
使
用
者
に
適
用
さ

れ
る
最
低
賃
金
が
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

最
低
賃
金

時
間
額

１
０
３
３
円

※

こ
の
金
額
は
令
和
７
年
11
月
17

日
㈪
以
降
の
賃
金
か
ら
適
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

※

詳
細
は
、
島
根
労
働
局
労
働
基

準
部
賃
金
室
又
は
、
最
寄
り
の
労

働
基
準
監
督
署
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
合
せ

島
根
県
労
働
局
労
働
基
準

部
賃
金
室

☎
０
８
５
２
㉛
１
１
５
８

島
根
県
の
最
低
賃
金
が

改
定
さ
れ
ま
し
た

税
務
・
納
税

個
人
や
法
人
で
事
業
を
営
ん
で
い

る
人
は
、
１
月
１
日
現
在
の
事
業
用

償
却
資
産
の
所
有
状
況
を
申
告
期
限

ま
で
に
申
告
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す

の
で
、
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
期
限

２
月
２
日
㈪

※

償
却
資
産
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

償
却
資
産
申
告
書
（
12
月
中
旬
送

付
済
み
）
に
同
封
し
て
い
る
「
申

告
の
手
引
き
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ご
不
明
な
点
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

※

償
却
資
産
の
申
告
書
が
届
い
て

い
な
い
人
又
は
圧
着
は
が
き
で
申

告
案
内
が
あ
っ
た
人
で
資
産
の
増

減
が
あ
る
場
合
は
、
申
告
書
を
送

付
し
ま
す
の
で
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

問
合
せ

資
産
税
課
土
地
係
・
家
屋
係

☎
㉕
９
２
３
３

令
和
８
年
度
償
却
資
産

（
固
定
資
産
税
）
の
申
告
を

お
願
い
し
ま
す

蜜
蜂
の
飼
育
届
・
飼
育
変
更
届

に
つ
い
て



安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ
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各
種
通
知
書
の
再
交
付

公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
や
社

会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控

除
証
明
書
の
再
交
付
を
希
望
す
る
人

は
、
次
の
①
又
は
②
の
い
ず
れ
か
の

方
法
で
再
交
付
申
請
を
し
て
く
だ
さ

い
。

①
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
に
ロ
グ
イ
ン
し
、

電
子
送
付
か
郵
送
で
の
受
取
申
請
が

で
き
ま
す
。

②
「
自
動
音
声
受
付
サ
ー
ビ
ス
」

次
の
番
号
に
連
絡
し
、
電
話
に
よ

る
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

☎
０
５
０
‐
３
３
１
９
‐
３
１
５
２

※

こ
の
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
は

「
基
礎
年
金
番
号
」や「
年
金
コ
ー

ド
」
が
必
要
で
す
。

受
付
時
間

午
前
８
時
か
ら
午
後
11
時
30
分

（
土
・
日
・
祝
日
を
含
む
）

eイ

ー

タ

ッ

ク

ス

‐
T
a
x
と
の
連
携

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
に
「
ね
ん
き
ん

ネ
ッ
ト
」
を
連
携
登
録
し
、
源
泉
徴

収
票
や
控
除
証
明
書
を
電
子
送
付
に

す
る
こ
と
で
、
確
定
申
告
が
便
利
で

簡
単
に
で
き
ま
す
。

問
合
せ

浜
田
年
金
事
務
所

☎
㉒
０
６
７
０

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
を

お
願
い
し
ま
す

令
和
７
年
中
に
給
与
な
ど
を
支
払

わ
れ
た
事
業
主
は
、
全
て
の
従
業
員

（
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
、
退
職
者

な
ど
を
含
み
ま
す
）
に
つ
い
て
、
給

与
支
払
報
告
書
を
作
成
し
、
提
出
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

浜
田
市
へ
提
出
す
る
対
象
者

令
和
８
年
１
月
１
日
に
浜
田
市
に

住
所
が
あ
る
人

※

浜
田
市
外
に
住
所
が
あ
る
従
業

員
に
つ
い
て
は
、
該
当
の
市
町
村

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
方
法

郵
送
で
提
出
す
る
方
法
と
、

ｅエ

ル

タ

ッ

ク

ス

Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
や
光
デ
ィ
ス
ク
で
電
子

デ
ー
タ
を
提
出
す
る
方
法
が
あ
り
ま

す
。
郵
送
の
場
合
は
、
浜
田
市
作
成

の
「
総
括
表
」
と
「
普
通
徴
収
切
替

理
由
書
（
兼
仕
切
紙
）」
を
給
与
支

払
報
告
書
に
添
付
し
て
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※

必
ず
、
令
和
８
年
度
用
（
令
和

７
年
分
）
の
新
様
式
を
使
用
し
て

く
だ
さ
い
。

提
出
先

市
役
所
本
庁
舎
２
階
税
務
課

提
出
期
限

１
月
28
日
㈬

※

法
定
提
出
期
限
は
２
月
２
日
で

す
が
、
早
期
提
出
に
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

問
合
せ

税
務
課
市
民
税
係

☎
㉕
９
２
３
２

日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
る
年
末

調
整
や
確
定
申
告
に
必
要
な
も
の

公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票

送
付
対
象

老
齢
・
退
職
を
支
給
事
由
と
す
る

年
金
を
受
給
し
て
い
る
人

※

課
税
対
象
で
な
い
障
害
年
金
・

遺
族
年
金
及
び
年
金
生
活
者
支
援

給
付
金
に
つ
い
て
は
対
象
外
で
す
。

送
付
時
期

１
月
中
旬

（
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
）

問
合
せ

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
⑤
１
１
６
５

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書

送
付
対
象

令
和
７
年
１
月
１
日
か
ら
12
月
31

日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を

納
め
た
人

※

令
和
７
年
10
月
１
日
か
ら
12
月

31
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険

料
を
納
め
た
人
は
、
２
月
上
旬
に

送
付

送
付
時
期

対
象
者
に
は
、
令
和
７

年
10
月
下
旬
か
ら
11
月
上
旬
に
送

付
済
み
で
す
。

問
合
せ

ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
０
０
４

浜
田
年
金
事
務
所
か
ら
の

お
知
ら
せ

ｅイ

ー

タ

ッ

ク

ス

‐
Ｔ
ａ
ｘ
で
の
確
定
申
告
の
際
は

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
」
と
「
パ

ス
ワ
ー
ド
（
２
種
類
）
を
準
備
し
て

く
だ
さ
い

す
で
に
約
４
人
中
３
人
が
、
市
役

所
及
び
税
務
署
の
確
定
申
告
会
場
に

来
場
せ
ず
に
確
定
申
告
し
て
い
ま
す
。

自
宅
か
ら
申
告
で
き
る
ｅ
‐
Ｔ
ａ

ｘ
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
に
必
要
な
も
の

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
読
み
取
り

対
応
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
パ
ス

ワ
ー
ド
（
２
種
類
）

①
署
名
用
電
子
証
明
書
の
パ
ス
ワ
ー

ド
（
英
数
字
６
〜
16
文
字
）

②
利
用
者
証
明
用
電
子
証
明
書
の
パ

ス
ワ
ー
ド
（
数
字
４
桁
）

確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
な

ら
金
額
な
ど
を
入
力
す
る
だ
け
で
、

自
動
計
算
で
申
告
書
が
完
成
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
連
携

で
控
除
証
明
書
な
ど
の
デ
ー
タ
が
自

動
入
力
で
き
ま
す
。

確
定
申
告
会
場
へ
の
来
場
を
検
討
し

て
い
る
人
へ

申
告
会
場
で
は
、
自
身
で
の
ス
マ

ホ
操
作
に
よ
る
申
告
書
の
作
成
を
お

願
い
し
ま
す
。

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
連
携
を
利
用
す

る
た
め
の
事
前
準
備
を
お
願
い
し
ま

す
。

浜
田
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

申
告
に
困
っ
た
と
き
は
こ
ち
ら
で
解
決

①
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
の

操
作
方
法
な
ど
を
動
画
で
案
内
し

ま
す
（
医
療
費
控
除
、
住
宅
ロ
ー

ン
控
除
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
連
携

な
ど
）。

確定申告書等
作成コーナー
はこちらから

マイナポータル
連携の詳細は
こちらから

動画で見る
確定申告

チャットボット
「ふたば」

②
質
問
し
た
い
こ
と
を
メ
ニ
ュ
ー
か

ら
選
択
も
し
く
は
入
力
す
る
と

「
税
務
職
員
ふ
た
ば
」（
Ａ
Ｉ
）

が
回
答
し
ま
す
。

確
定
申
告
会
場
に
つ
い
て

会
場
設
置
期
間

２
月
16
日
㈪
〜
３

月
16
日
㈪
（
土
・
日
・
祝
除
く
）

受
付
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時

相
談
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

会
場

浜
田
税
務
署
２
階

※

会
場
へ
の
入
場
に
は
「
入
場
整

理
券
」
が
必
要
で
す
。

※

入
場
整
理
券
は
各
会
場
で
当
日

配
付
し
ま
す
が
、
２
月
16
日
㈪
相

談
分
以
降
は
Ｌラ

イ

ン

Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
通
じ
た

オ
ン
ラ
イ
ン
事
前
発
行
も
可
能
で

す
。

※

入
場
整
理
券
の
配
付
状
況
に
応

じ
て
、
後
日
の
来
場
を
お
願
い
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※

来
場
す
る
場
合
は
、
上
記
ｅ
‐

Ｔ
ａ
ｘ
に
必
要
な
も
の
を
準
備
の

上
、
来
場
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

浜
田
税
務
署

☎
㉒
０
３
６
０

マイナポータル
連携の事前準備
の詳細は
こちらから

子

育

て

母
子
父
子
寡
婦
福
祉
資
金

（
修
学
資
金
な
ど
）
貸
付
の

予
約
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

市
で
は
、
修
学
費
用
な
ど
に
係
る

資
金
貸
付
の
予
約
申
請
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

対
象

令
和
８
年
４
月
の
進
学
な
ど

を
希
望
し
て
い
る
次
の
人

・
児
童
を
扶
養
す
る
ひ
と
り
親
家
庭

の
父
・
母

・
20
歳
以
上
の
子
を
扶
養
す
る
寡
婦

・
父
母
の
い
な
い
児
童

※
「
児
童
」
と
は
、
20
歳
に
満
た

な
い
子
の
こ
と
。

対
象
と
な
る
資
金

児
童
の
進
学
な
ど
を
対
象
と
す
る
資

金
（
無
利
子
）

・
修
学
資
金
（
高
校
・
高
専
・
専
修

学
校
・
短
大
・
大
学
・
大
学
院
に

就
学
す
る
た
め
に
必
要
な
授
業

料
・
書
籍
代
・
交
通
費
な
ど
の
資

金
）

・
修
業
資
金
（
就
職
す
る
た
め
に
必

要
な
知
識
技
能
を
習
得
す
る
た
め

に
必
要
な
資
金
）

・
就
学
支
度
資
金
（
就
学
・
修
業
す

る
た
め
に
必
要
な
入
学
金
や
被
服

な
ど
の
購
入
資
金
）

※

島
根
県
育
英
会
な
ど
、
母
子
父

子
寡
婦
福
祉
資
金
と
の
併
給
が
で

き
な
い
奨
学
金
が
あ
り
ま
す
。

※

高
等
教
育
の
修
学
支
援
新
制
度

に
よ
る
奨
学
金
・
授
業
料
減
免
な

ど
に
つ
い
て
、
貸
付
限
度
額
か
ら

給
付
額
・
減
免
額
を
控
除
し
た
範

囲
で
併
給
が
可
能
で
す
。

※

貸
付
申
請
後
に
新
制
度
の
決
定

を
受
け
た
場
合
は
、
当
該
決
定
通

知
書
を
も
っ
て
市
な
ど
に
必
ず
届

け
出
て
く
だ
さ
い
。

ひ
と
り
親
家
庭
の
父
・
母
並
び
に
寡

婦
の
知
識
技
能
習
得
を
対
象
と
す
る

資
金
（
連
帯
保
証
人
を
立
て
な
い
場

合
は
利
子
年
1
・
0
%
）

・
技
能
習
得
資
金
（
就
職
に
必
要
な

知
識
技
能
を
習
得
す
る
た
め
に
必

要
な
資
金
）

申
請
締
切
日

２
月
27
日
㈮

※

申
請
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
合
せ

子
ど
も
・
子
育
て

支
援
課
子
ど
も
政
策
係

☎
㉕
９
３
３
１

令
和
６
年
10
月
の
児
童
手
当
制
度

改
正
に
よ
り
、
新
た
に
受
給
の
対
象

と
な
り
、
現
在
児
童
手
当
の
支
給
を

受
け
て
い
な
い
人
は
、
申
請
手
続
を

し
て
く
だ
さ
い
。

対
象

・
高
校
生
年
代
（
年
度
末
時
点
で
16

〜
18
歳
）
の
児
童
の
み
を
養
育
し

て
い
る
人

・
高
校
生
年
代
ま
で
の
子
を
養
育
し

て
い
る
人
で
、
所
得
限
度
額
を
超

え
た
た
め
、
児
童
手
当
及
び
特
例

給
付
の
支
給
対
象
外
と
な
っ
て
い

た
人

手
続
不
要
の
場
合

次
の
①
〜
④
の
う
ち
、
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
場
合
は
申
請
手
続
が
不

要
で
す
。

①
す
で
に
市
か
ら
児
童
手
当
の
支
給

を
受
け
て
い
る

②
公
務
員
（
独
立
行
政
法
人
の
職
員
、

公
益
法
人
な
ど
へ
の
派
遣
職
員
な

ど
は
除
く
）
で
、
勤
務
先
か
ら
児

童
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
る

③
単
身
赴
任
に
よ
り
市
外
で
別
居
し

て
い
る
配
偶
者
が
、
そ
の
市
町
村

で
児
童
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い

る
④
子
ど
も
が
里
親
に
委
託
さ
れ
て
い

る
又
は
施
設
な
ど
に
入
所
し
て
い

る 児
童
手
当
制
度
改
正
に
よ
る

申
請
手
続
が
で
き
ま
す

手
続
方
法

手
続
が
必
要
な
場
合
は
、
問
合
せ

先
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

支
給
開
始
月

申
請
日
の
翌
月
か
ら
の
支
給
と
な

り
ま
す
（
例
：
１
月
中
に
申
請
書
類

を
提
出
し
た
場
合
、
２
月
分
か
ら
支

給
が
始
ま
り
ま
す
）。

※

令
和
６
年
10
月
分
か
ら
遡
っ
て

の
支
給
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

・
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
課
子
ど
も

政
策
係

☎
㉕
９
３
３
１

・
各
支
所
市
民
福
祉
課 児童手当制度の

詳細はこちらから
見られます



安
全
安
心

生
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境

住
宅
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税
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健
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保
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教
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安
全
安
心
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住
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ツ
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保
育
士
資
格
取
得
に
必
要
な

修
学
資
金
を
貸
し
付
け
ま
す

保
育
士
確
保
の
た
め
、
保
育
士
資

格
取
得
に
必
要
な
修
学
資
金
の
貸
付

け
を
行
い
ま
す
。

島
根
県
保
育
士
修
学
資
金
貸
付
事
業

対
象

令
和
８
年
度
に
保
育
士
養
成

施
設
へ
在
学
し
、
卒
業
後
県
内
の

保
育
所
（
園
）
な
ど
に
勤
務
し
よ

う
と
す
る
人

貸
与
額

月
額
５
万
円
以
内

※

生
活
保
護
世
帯
な
ど
の
場
合
、

入
学
準
備
金
20
万
円
以
内
、
就
職

準
備
金
20
万
円
以
内
、
生
活
費
加

算
が
あ
り
ま
す
。

※

ほ
か
の
貸
付
事
業
と
併
用
す
る

場
合
、
一
部
取
扱
い
が
異
な
り
ま

す
。

貸
付
利
子

無
利
子

貸
付
期
間

２
年
間

返
還
免
除

卒
業
後
、
保
育
士
登
録

を
し
て
、
県
内
保
育
所
（
園
）
な

ど
に
５
年
間
（
過
疎
地
域
は
３
年

間
）
勤
務
し
た
場
合
は
、
全
額
免

除
募
集
期
限

１
月
30
日
㈮
ま
で

※

２
次
募
集

４
月
１
日
㈬
〜
５
月
15
日
㈮

問
合
せ

島
根
県
社
会
福
祉
協
議
会

生
活
支
援
部
福
祉
資
金
係

☎
０
８
５
２
32
５
９
５
３

浜
田
市
保
育
士
修
学
資
金
貸
付
事
業

対
象

島
根
県
社
会
福
祉
協
議
会
の

保
育
士
修
学
資
金
貸
付
事
業
の
応

募
者

貸
与
額

①
県
社
協
貸
付
決
定
者

　
　
　
　
　
　
　
　
月
額
２
万
円

②
県
社
協
貸
付
不
承
諾
者

　
　
　
　
　
　
　
　
月
額
３
万
円

貸
付
利
子

無
利
子

貸
付
期
間

２
年
間

返
還
免
除

卒
業
後
、
保
育
士
登
録

を
し
て
、
市
内
保
育
所
（
園
）
な

ど
に
３
年
間
勤
務
し
た
場
合
は
、

全
額
免
除

募
集
期
間

県
社
協
貸
付
決
定
な
ど

の
通
知
後
１
か
月
を
予
定

問
合
せ

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
課

保
育
所
幼
稚
園
係

☎
㉕
９
３
３
０

令
和
８
年
度
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
支
援
員
を
募
集
し
ま
す

浜
田
地
域
９
か
所
の
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
で
小
学
校
の
児
童
の
生
活
指

導
に
当
た
る
支
援
員
を
募
集
し
ま
す
。

資
格
要
件

次
の
①
〜
⑧
の
う
ち
、

1
つ
以
上
を
満
た
す
人

①
放
課
後
児
童
支
援
員
認
定
資
格
研

修
修
了
証
を
有
す
る
人

②
保
育
士
の
資
格
を
有
す
る
人

③
社
会
福
祉
士
の
資
格
を
有
す
る
人

④
小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学
校
又

は
幼
稚
園
の
教
諭
と
な
る
資
格
を

有
す
る
人

⑤
２
年
以
上
、
助
産
施
設
・
乳
児

院
・
母
子
生
活
支
援
施
設
・
保
育

所
（
園
）・
児
童
厚
生
施
設
・
児

童
養
護
施
設
な
ど
に
従
事
し
た
こ

と
の
あ
る
人

⑥
児
童
厚
生
員
の
資
格
を
有
す
る
人

⑦
大
学
に
て
社
会
福
祉
学
、
心
理
学
、

教
育
学
、
社
会
学
、
芸
術
学
、
体

育
学
を
専
修
す
る
学
科
を
修
了
し

卒
業
し
た
人

⑧
児
童
の
生
活
指
導
に
熱
意
の
あ
る
人

放課後児童クラブ支援員募集
職種 募集人数 勤務日数 勤務日 勤務時間

支援員 ５人 月～土曜日のうち、５～６日
月～金曜日 13:00～18:30の４～５時間程度
土曜日  7:30～18:30のうち５時間程度

代替支援員 ２人 月～土曜日のうち、勤務可能な日
月～金曜日 13:00～18:30の４～５時間程度
土曜日  7:30～18:30のうち５時間程度

※　夏・冬・春休みと学校の振替休業日は、7:30～18:30のうち５時間程度

雇
用
期
間

４
月
〜
令
和
９
年
３
月

勤
務
日

日
曜
日
、
祝
日
、
盆
、
年

末
年
始
を
除
く
日

申
込
締
切
日

１
月
21
日
㈬

申
込
方
法

履
歴
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
写
真
を
貼
付
の
上
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
の
紹
介
状
を
添
え
て
、

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
課
ま
で
持

参
又
は
郵
送
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

※

紹
介
状
が
必
要
な
た
め
、
ま
ず

は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
申
込
み
手
続

を
し
て
く
だ
さ
い
。

選
考
方
法

面
接
・
書
類
に
よ
る
選
考

※

雇
用
条
件
な
ど
不
明
な
点
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ

〒
６
９
７
‐
８
５
０
１

浜
田
市
殿
町
１
番
地

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
課
子
ど
も

政
策
係

☎
㉕
９
３
３
１

健
康
・
福
祉

各種がん検診の日程

乳がん検診（要予約）
対　象　40歳以上（昭和61年４月１日以前生まれ）の
　　　　浜田市に住民票がある女性で、２年に１回の
　　　　受診間隔の人
【医療機関で受診する場合】
申込先　浜田医療センター内　健診センター
　　　　☎㉘７７００
予約受付　10:00～12:00
          14:00～16:00

実施期間
２月27日㈮まで
毎週火・木・金曜日
当日受付　14:30～15:00
検査時間　15:00～17:00

【検診車で受診する場合】
申込先　島根県環境保健公社
　　　　☎０５７０-０８５-１１１（音声案内後③）
予約受付　平日   8:30～12:00
               13:00～17:15
実施日 受付時間 会　場

１月17日㈯  9:00～11:00 浜田市役所13:30～15:30 市役所三隅支所

※　次の人は、乳がん検診（マンモグラフィー検査）
を受けられません。
・ペースメーカー装着者
・妊娠中・授乳中の人
・豊胸手術実施者
・水頭症のためV

ブイピー

Pシャントをしている人
・乳房手術後１年以内の人
・卒乳後６か月未満の人

子宮頸がん検診（要予約）
【医療機関で受診する場合】
対　象　20歳以上65歳まで（昭和35年４月２日～平成
　　　　18年４月１日生まれ）の女性で浜田市に住民
　　　　票がある人

実施期間

山根病院　三隅分院
レディースクリニック
２月28日㈯まで
浜田医療センター内　健診センター
２月27日㈮まで

実施場所

山根病院　三隅分院
レディースクリニック　☎32４３４３
実施日時（予約受付）
　　　　毎週月・水・木曜日
        9:00～12:00､ 13:00～17:00
  毎週火曜日　9:00～12:00
        第１､ ３土曜日 9:00～12:00

浜田医療センター内　健診センター
☎㉘７７００
予約受付　10:00～12:00
          14:00～16:00
実施日　毎週月～金曜日
当日受付　 9:00～ 9:30
検査時間　10:00～

【検診車で受診する場合】
対　象　　20歳以上（平成18年４月１日以前生まれ）
　　　　　の女性で浜田市に住民票がある人
予約先　　島根県環境保健公社
　　　　　☎０５７０-０８５-１１１（音声案内後③）
予約受付　平日　8:30～12:00
               13:00～17:15
実施日 受付時間 会　場

１月17日㈯  9:00～11:00 浜田市役所
13:30～15:30 市役所三隅支所

子宮頸がん
検診（検診車）
の予約は
こちらからも
できます

乳がん
検診（検診車）
の予約は
こちらからも
できます

問合せ　健康医療対策課健康づくり係
　　　　☎㉕９３１１

・体調が優れない人は受診を控えてください。
・マスクの着用は個人の判断となりますが、重症化リスクの高い人（高齢者、基礎疾患のある人、
妊婦）に感染を広げないために、検診時のマスク着用についてご協力をお願いします。
・同一年度内に同じ検診を複数回受けた場合は、２回目以降全額自己負担となります（妊婦検診の
H

エイチピーブイ

PV検査を含む）。
・各がん検診には標準的な受診間隔があります。その間隔に当てはまらない場合は、受診をお断り
することがあります。

実施日 受付時間 会　場

３月１日㈰  9:00～11:30 浜田市役所13:00～15:00
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保
険
・
医
療

年

金

国
民
年
金
保
険
料
前
納
制
度

を
ご
存
知
で
す
か

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
は
、

保
険
料
が
割
引
に
な
る
前
納
制
度
が

あ
り
ま
す
。

前
納
制
度
に
は
、
口
座
振
替
・
現

金
納
付
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付

が
あ
り
ま
す
。

※

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
の
割

引
額
は
現
金
納
付
と
同
じ
で
す
。

令和７年度国民年金保険料納付額
※　令和８年度の保険料額は、２月上旬に告示する予定です。

納付方法 金額 割引額
毎月納付（納付書による現金納付及び翌
月末振替の口座振替） 17,510円 なし
毎月納付｢早割｣（当月末振替の口座振替） 17,450円 60円
６か月分前納（現金納付） 104,210円 850円
６か月分前納（口座振替） 103,870円 1,190円
１年分前納（現金納付） 206,390円 3,730円
１年分前納（口座振替） 205,720円 4,400円
２年分前納（現金納付） 409,490円 15,670円
２年分前納（口座振替） 408,150円 17,010円

申
込
み

前
納
を
希
望
す
る
人
は
、
口
座
を

お
持
ち
の
金
融
機
関
又
は
年
金
事
務

所
へ
申
込
み
が
必
要
で
す
。

申
込
期
限

２
月
27
日
㈮
（
年
金
機
構
必
着
）

※

申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

浜
田
年
金
事
務
所　
　
　

☎
㉒
０
６
７
０

お
む
つ
代
医
療
費
控
除
証
明

傷
病
な
ど
の
た
め
に
お
お
む
ね
６

か
月
以
上
寝
た
き
り
で
あ
り
、
医
師

の
治
療
の
も
と
に
お
む
つ
を
使
う
必

要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
、
お

む
つ
代
は
医
療
費
控
除
の
対
象
と
な

り
ま
す
。
対
象
者
に
は
保
険
者
か
ら

証
明
書
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

対
象

次
の
①
〜
③
の
全
て
を
満
た

す
人
が
対
象
で
す
。

①
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
こ
と

②
主
治
医
意
見
書
に
お
い
て
「
障
害

高
齢
者
の
日
常
生
活
自
立
度
（
寝

た
き
り
度
）」が「
B
１
〜
C
２
」

で
あ
る
こ
と

③
主
治
医
意
見
書
に
お
い
て
尿
失
禁

の
発
生
可
能
性
が
「
あ
り
」
で
あ

る
こ
と

申
請
先

次
の
い
ず
れ
か
の
場
所
で

申
請
で
き
ま
す
。

・
浜
田
地
区
広
域
行
政
組
合
介
護
保

険
課

・
市
役
所
本
庁
舎
１
階
健
康
医
療
対

策
課
高
齢
者
福
祉
係

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

問
合
せ

浜
田
地
区
広
域
行
政
組
合

介
護
保
険
課

☎
㉕
１
５
２
０

お
む
つ
代
も
医
療
費
控
除
が

受
け
ら
れ
ま
す

昨
年
12
月
１
日
に
一
斉
改
選
を
行

い
、
新
し
い
民
生
委
員
・
児
童
委
員

（
定
数
１
７
５
人
）、
主
任
児
童
委

員（
定
数
20
人
）が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
は
令
和
10
年
11
月
30
日
ま
で

の
３
年
間
で
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
・
主
任
児
童
委

員
は
地
域
の
身
近
な
相
談
相
手
で
す

民
生
委
員
・
児
童
委
員
・
主
任
児

童
委
員
と
は
、
民
生
委
員
法
及
び
児

童
福
祉
法
に
基
づ
き
、
厚
生
労
働
大

臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
地
域
福
祉
を
担

う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
非
常
勤
の

地
方
公
務
員
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

地
域
で
生
活
す
る
住
民
の
一
員
と

し
て
、
住
民
か
ら
の
様
々
な
生
活
上

の
困
り
ご
と
や
心
配
ご
と
に
関
す
る

相
談
に
応
じ
、
必
要
な
支
援
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
、
地
域
の
専
門
機
関
へ

の
「
つ
な
ぎ
役
」
と
し
て
の
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
中
に
は
、

子
ど
も
や
子
育
て
に
関
す
る
支
援
を

専
門
に
担
当
す
る
主
任
児
童
委
員
と

し
て
選
任
さ
れ
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

学
校
な
ど
と
連
携
し
て
、
地
域
の

様
々
な
活
動
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

新
し
い
民
生
委
員
・
児
童
委
員

が
就
任
し
ま
し
た

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

高
齢
者
や
障
が
い
が
あ
る
人
へ
の

支
援
が
必
要
な
と
き
、
子
育
て
や
介

護
で
の
心
配
ご
と
や
困
っ
た
こ
と
が

あ
る
と
き
は
、
地
域
の
民
生
委
員
・

児
童
委
員
、
主
任
児
童
委
員
へ
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

・
地
域
福
祉
課
地
域
福
祉
係

☎
㉕
９
３
０
０

・
各
支
所
市
民
福
祉
課 各地域の民生委員・

児童委員・主任児童委員
は市ホームページから
見られます

所
得
税
・
市
民
税
県
民
税
の

障
害
者
控
除
対
象
者
の
認
定

を
し
ま
す

精
神
や
身
体
に
障
が
い
の
あ
る
65

歳
以
上
の
人
で
、
そ
の
障
が
い
が
一

定
の
要
件
を
満
た
す
人
は
、
所
得
税

及
び
市
民
税
県
民
税
の
障
害
者
控
除

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

対
象

障
害
者
手
帳
な
ど
の
交
付
を

受
け
て
い
な
い
が
、
同
等
の
障
が

い
の
あ
る
人

※

既
に
障
害
者
控
除
を
受
け
、
認

定
書
を
持
っ
て
い
る
人
で
前
年
度

国際交流員コラム

　皆さん、あけましておめでとうございます！
　年末年始、どうお過ごしになりましたか。
　知っている人もいるかもしれませんが、オースト
ラリアの季節は日本と逆なので、オーストラリアの
夏休みは、12月から２月までになります。
　今回は、オーストラリアの夏休みの過ごし方につ
いてお話しします。
　オーストラリア各州では、それぞれの学校の制度
によって、夏休みが早めに始まるところもあれば、
少し遅れて始まる学校もあります。
　オーストラリアの多くの学校の夏休みは、12月上
旬もしくは中旬から１月下旬もしくは２月上旬が一
般的です。
　夏休みの醍醐味との一つとして、まずは、家族と
の旅行です。
　親は休暇を取り、大自然を楽しめるロードトリッ
プやキャンプなどのアウトドア旅行に行きます。暑
さを避けるために海外に旅行する人もいます。
　子どもは、プールで過ごす日を楽しんだり、近所
の友達と集まって、バックヤードクリケットをした
りします。
　インドアな子はテレビを見たり、ゲームをして
日々を過ごします。私はインドア派だったので、一
日中ゲームをしていた日も少なくありませんでした。
　オーストラリアで、夏休みの祝日といえば、クリ
スマスとニューイヤーズ（お正月）です。

オーストラリアの夏休み

サントソ　ニコラス　さん

と
障
が
い
の
程
度
が
変
わ
ら
な
い

人
や
、
障
害
者
手
帳
な
ど
の
交
付

を
受
け
て
い
る
人
は
、
申
請
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

控
除
額
（
市
民
税
県
民
税
）

・
障
害
者
控
除　
　
　
　
　
26
万
円

・
特
別
障
害
者
控
除　
　
　
30
万
円

控
除
額
（
所
得
税
）

・
障
害
者
控
除　
　
　
　

27
万
円

・
特
別
障
害
者
控
除　
　
　
40
万
円

※

障
が
い
者
本
人
で
合
計
所
得
金

額
が
１
3
５
万
円
以
下
の
人
は
、

市
民
税
県
民
税
が
非
課
税
に
な
り

ま
す
。

問
合
せ

・
健
康
医
療
対
策
課
高
齢
者
福
祉
係

☎
㉕
９
３
２
０

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

　クリスマスは家族と過ごす時間で、ニューイヤー
ズは花火大会を楽しめる日です。
　ほかにも、スポーツ行事があります。
　まず一つ目に、クリケットです。
　約３か月間、オーストラリアのクリケット代表が
海外の国の代表と競って戦います。
　イギリス、インド、パキスタンなど、様々な国の
代表チームとそれぞれの応援団がオーストラリアに
集まり、クリケットの試合で盛り上がります。クリ
ケットファンにとっては、欠かすことのできない体
験です！
　二つ目は、テニス界の４大大会の１つ、全豪オー
プンテニスです。例年１月に行われます。
　世界中のトップ選手がメルボルンに集まって熱い
試合をします。
　オーストラリアの夏休みは、様々な過ごし方が
あって、アウトドア派でもインドア派でも楽しめま
すが、オーストラリアの夏はすごく暑く、水分補給
が大切な時期です。
　皆さん、日本の夏休みまであと７か月もあります
が、頑張って日々を過ごしましょう！
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教
室・講
座

伝 言 板
まちかど

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

募
　
　
集

抽
選
に
よ
り
入
居
を
決
定
す
る
住
宅

募
集
住
宅
に
つ
い
て
は
、
申
込
受

付
期
間
中
に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ

く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

申
込
受
付

１
月
19
日
㈪
〜
30
日
㈮

抽
選
日

２
月
下
旬

入
居
可
能
時
期

３
月
中
旬

問
合
せ

島
根
県
住
宅
供
給
公
社

浜
田
住
宅
管
理
事
務
所

☎
㉕
０
５
３
５

先
着
順
で
入
居
を
決
定
す
る
住
宅

募
集
住
宅
に
つ
い
て
は
お
問
い
合

わ
せ
い
た
だ
く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
受
付

随
時
。
た
だ
し
、
新
規

に
募
集
す
る
住
宅
は
１
月
13
日
㈫

以
降
。

問
合
せ

市
営
住
宅（
浜
田・金
城・旭・三
隅
）

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
（
金
城
）

島
根
県
住
宅
供
給
公
社

浜
田
住

宅
管
理
事
務
所

☎
㉕
０
５
３
５

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
（
旭
）

地
域
定
住
住
宅
（
弥
栄
・
三
隅
）

㈲
中
田
工
務
店

☎
42
１
２
０
３

地
域
定
住
住
宅
（
金
城
・
旭
）

建
築
住
宅
課
住
宅
管
理
係

☎
㉕
９
６
３
０

対
象

①
島
根
県
で
生
活
経
験
が
あ
り
、
大

学
・
短
期
大
学
・
大
学
院
・
高
等

専
門
学
校
（
4
年
制
以
上
）、
専

修
学
校
（
専
門
課
程
の
み
）
に
令

和
８
年
度
進
学
希
望
の
人
（
進
学

先
未
定
で
も
応
募
可
）

②
島
根
県
で
生
活
経
験
が
あ
り
、
在

学
中
の
人

定
員

①
②
併
せ
て
10
人
程
度

料
金

・
月
額
寮
費

5
万
6
千
円
（
朝
・

夕
食
付
）、
そ
の
ほ
か
自
室
電
気

料
金
な
ど

・
入
寮
費

12
万
円
又
は
15
万
円

申
込
み

①
在
学
す
る
高
校
又
は
出
身
高
校
へ

②
島
根
県
育
英
会
へ

申
込
期
間

3
月
31
日
㈫
ま
で

問
合
せ

島
根
県
育
英
会

☎
０
８
５
２
㉘
１
９
８
１

伝 言 板
まちかど募

　
　
集

島
根
県
育
英
会「
大
阪
学
生
会
館
」

入
寮
生
募
集
（
第
二
期
）

相
　
　
談

お
出
か
け

消
防
出
初
め
式

出
初
め
式

日
時

１
月
11
日
㈰

午
前
９
時
30
分
〜

場
所

ふ
れ
あ
い
ジ
ム
・
か
な
ぎ

※

室
内
で
式
典
を
行
い
ま
す
。

※

式
典
終
了
後
、
会
場
で
、
消
防

団
車
両
の
車
両
検
閲
を
行
い
ま
す
。

各
方
面
隊
一
斉
放
水（
荒
天
時
中
止
）

中
部

市
役
所
本
庁
舎
裏
浜
田
川

東
部

雲
城
駐
在
所
前
浜
田
川

西
部

天
満
橋
上
流
三
隅
川

放
水
時
刻

中
部

午
前
11
時
40
分
頃

東
部
・
西
部

午
前
11
時
30
分
頃

※

一
斉
放
水
の
開
始
時
分
は
変
更

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ

消
防
本
部
警
防
課
消
防
団
係

☎
㉕
５
１
６
７

日
時

１
月
27
日
㈫
〜
29
日
㈭

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

レ
デ
ィ
ー
ス
仕
事
セ
ン
タ
ー

就
労
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン
講
習

（
基
礎
＆
応
用
編
）
in
浜
田

公
の
施
設
の

指
定
管
理
者
募
集

公
募
予
定
施
設

浜
田
市
美
又
温
泉
美
肌
観
光
拠
点
施
設

申
請
方
法

２
月
２
日
㈪
ま
で
に
、

募
集
関
係
書
類
を
担
当
課
窓
口
又

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
の
上
、

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

金
城
支
所
産
業
建
設
課

☎
42
１
２
３
３

日
時

２
月
20
日
㈮

①
午
前
10
時
〜
正
午

②
午
後
１
時
〜
３
時

場
所

浜
田
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

料
金

無
料
（
予
約
不
要
）

問
合
せ

中
国
税
理
士
会
浜
田
支
部

斎
藤
さ
ん

☎
０
８
０
‐
２
９
３
６
‐
６
５
０
５

中
国
税
理
士
会
浜
田
支
部

相
続
税
・
贈
与
税
の
無
料
相
談
会

日
時

１
月
25
日
㈰
（
雨
天
中
止
）

午
前
９
時
〜
正
午

場
所

江
津
市
地
場
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー
前
に
集
合
し
移
動

料
金

２
０
０
円
（
資
料
代
）

問
合
せ

下
村
さ
ん
午
後
５
時
以
降

☎
０
９
０
‐
７
５
０
０
‐
９
６
３
７

第
２
６
８
回
ふ
る
さ
と
歴
史
紀
行

江
津
市
都
野
津
町
で
古
代
〜

近
世
史
を
訪
ね
散
策
し
ま
す

職
場
の
健
康
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー

日
時

１
月
21
日
㈬

講
演
会
及
び
事
例
発
表
・
情
報
提
供

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

演
題

転
倒
防
止
・
腰
痛
予
防
の
た

め
に
組
織
で
取
り
組
め
る
こ
と

講
師

高
野
博
之
さ
ん

（
島
根
産
業
保
健
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー

産
業
保
健
相
談
員
）

体
験
コ
ー
ナ
ー

講
演
会
終
了
後
〜
午
後
４
時

場
所

浜
田
合
同
庁
舎

2
階
大
会

議
室
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加
可
）

料
金

無
料

こちらから
申し込めます

日
時

１
月
18
日
㈰

午
前
11
時
〜
午
後
２
時

場
所

石
見
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

定
員

12
人

料
金

会
員　
　
　
５
０
０
円

　
　
　
非
会
員　
　
８
０
０
円

申
込
み
・
問
合
せ

１
月
13
日
㈫
ま

で
に
浜
田
国
際
交
流
協
会
へ

☎
㉕
９
５
１
１

ベ
ト
ナ
ム
料
理
教
室

〜
古
都
ホ
イ
ア
ン
の
ご
飯
〜

こちらから　
申し込めます

日
時

１
月
18
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

場
所

浜
田
城
資
料
館

料
金

無
料
（
予
約
不
要
）

問
合
せ

浜
田
城
資
料
館

☎
㉘
７
１
５
１

手
づ
く
り
甲
冑
装
備
体
験
会

日
時

１
月
17
日
㈯

午
後
１
時
〜

場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
研
修
室

日
時

１
月
17
日
㈯

①
分
か
ち
合
い
の
つ
ど
い

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

※

遺
族
の
み
参
加
可（
予
約
不
要
）

②
J
交
流
会
（
茶
話
会
）

午
後
３
時
30
分
〜
５
時

※

遺
族
以
外
も
参
加
可（
要
予
約
）

場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
合
せ

し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会

・
虹

事
務
局

☎
０
９
０
‐
４
６
９
２
‐
５
９
６
０

大
切
な
人
を
自
死
に
よ
り

亡
く
さ
れ
た
あ
な
た
へ

し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会・虹

浜
田
地
域
環
境
サ
ー
ク
ル
講
演
会

水
源
の
森
の
未
来
を
考
え
る

日
時

１
月
6
日
㈫
〜
２
月
28
日
㈯

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※

月
曜
休
館

場
所

石
州
和
紙
会
館

内
容

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
活
動
す
る
4

人
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
石
州
和
紙
に

焦
点
を
当
て
た
活
動
成
果
を
展
示

料
金

無
料

問
合
せ

石
州
和
紙
会
館

☎
32
４
１
７
０

和
紙
フ
ュ
ー
チ
ャ
リ
ズ
ム

活
動
展
示

対
象

家
族
（
そ
の
友
人
も
含
む
）

※

中
高
生
の
み
の
参
加
は
不
可

日
時

１
月
11
日
㈰

①
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

②
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

場
所

２
階
ア
リ
ー
ナ

内
容

家
族
や
友
だ
ち
と
ト
ラ
ン
ポ

リ
ン
、
卓
球
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
な

ど
が
楽
し
め
ま
す
。

料
金

無
料

申
込
み

当
日
県
立
体
育
館
へ

☎
㉓
１
２
０
１

県
立
体
育
館

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
日

浜
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

浜
田
圏
域
の
医
療
と
介
護
の

「
２
０
４
０
年
問
題
」

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と
人
生
会
議

日
時

１
月
25
日
㈰

午
後
1
時
30
分
〜
３
時

場
所

い
わ
み
ー
る

４
０
１
・

４
０
２
研
修
室

講
師

高
野
龍
昭
教
授
（
東
洋
大
学

福
祉
社
会
デ
ザ
イ
ン
学
部
）

定
員

１
０
０
人

料
金

無
料

申
込
み

1
月
9
日
㈮
ま
で
に
左
記

申
込
み
フ
ォ
ー
ム
か
ら

問
合
せ

浜
田
市
医
師
会

☎
㉒
０
９
６
７

こちらから　
申し込めます

申
込
み
１
月
14
日
㈬
ま
で
に
左
記

申
込
み
フ
ォ
ー
ム
か
ら

権
利
擁
護
セ
ミ
ナ
ー

子
ど
も
の
権
利
を
考
え
る

す
べ
て
の
子
ど
も
が
大
切
に
さ
れ
る

た
め
に

日
時

１
月
27
日
㈫

午
前
９
時
30
分
〜
11
時

場
所

江
津
市
役
所

2
階
多
目
的

ホ
ー
ル

講
師

西
澤
哲
さ
ん
（
山
梨
県
立
大

学
特
任
教
授
、
日
本
子
ど
も
虐
待

防
止
学
会
理
事
）

料
金

無
料

申
込
み

1
月
20
日
㈫
ま
で
に
左
記

申
込
み
フ
ォ
ー
ム
か
ら

問
合
せ

浜
田
圏
域
自
立
支
援
協
議

会
事
務
局

江
津
市
基
幹
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
５
５
52
７
８
９
１

こちらから　
申し込めます

日
時

①
１
月
29
日
㈭

午
前
11
時
〜
午
後
５
時

②
1
月
30
日
㈮

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
4
時

場
所

中
国
労
金
浜
田
支
店
２
階

島
根
県
労
働
者
福
祉
協
議
会

く
ら
し
・
し
ご
と

悩
み
事
出
張
相
談
会
in
浜
田

内
容

生
活
や
仕
事
の
不
安
や
悩
み

ご
と
に
つ
い
て
、
解
決
に
向
け
ア

ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。

料
金

無
料

申
込
み

く
ら
し
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
島
根
へ

☎
０
１
２
０-

９
６
９-

２
３
４

（
平
日
午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後

１
時
〜
４
時
）

場
所サ

ン
マ
リ
ン
浜
田

研
修
室
Ａ

定
員

12
人
（
要
申
込
み
）

料
金

無
料

応
募
条
件

就
職
を
希
望
し
、
3
日

間
参
加
可
能
で
、
文
字
入
力
が
で

き
る
人

申
込
み

レ
デ
ィ
ー
ス
仕
事
セ
ン

タ
ー
浜
田
へ

☎
㉕
５
２
０
７

講
師

小
笠
原
詞
子
さ
ん

申
込
み
・
問
合
せ

１
月
13
日
㈫
ま

で
に
浜
田
地
域
環
境
サ
ー
ク
ル

大
橋
さ
ん
へ

☎
㉓
0
6
3
5

問
合
せ

浜
田
保
健
所
健
康
増
進
課

☎
㉙
５
５
４
５
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有

料

広

告

広
告
募
集
中

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ア
ク
ア
ス
か
ら

　
　
　
☎
㉘
３
９
０
０

年
末
年
始
は
休
ま
ず
開
館

冬
季
限
定
イ
ベ
ン
ト

ペ
ン
ギ
ン
パ
レ
ー
ド

感
染
症
対
策
と
生
物
保
護
の
た
め

中
止
し
ま
す
。

お
正
月
神
楽

日
時

１
月
２
日
㈮

午
後
１
時
〜

※

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

シ
ロ
イ
ル
カ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
見
学

期
間

１
月
11
日
㈰
〜
2
月
23
日
㈷

の
土
・
日
・
祝
日

午
後
１
時
45

分
〜
（
集
合
時
間

午
後
１
時
35

分
〜
45
分
）

※

午
後
１
時
30
分
か
ら
の
シ
ロ
イ

ル
カ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
ご
覧
い

た
だ
け
ま
せ
ん
。

グ
ラ
ン
ト
ワ
だ
よ
り

　
　
☎
０
８
５
６
㉛
１
８
６
０

特
別
展

塚
原
重
義
監
督

「
女
生
徒
」「
押
絵
ト
旅
ス
ル
男
」

日
時

２
月
23
日
㈷
ま
で

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
６
時

休
館
日

毎
週
火
曜
日
、
１
月
1
日

㈷
〜
１
月
３
日
㈯

場
所

石
見
美
術
館

展
示
室
Ｂ

料
金

・
一
般　
　
　
　
　
　
３
０
０
円

・
大
学
生　
　
　
　
　

２
０
０
円

・
高
校
生
以
下　
　
　
　
　
無
料

石
央
文
化
ホ
ー
ル
だ
よ
り

　
　
　
☎
㉒
２
１
０
０

石
田
泰
尚
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
リ
サ
イ
タ
ル

日
時

３
月
25
日
㈬

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

会
場

石
央
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

料
金
（
前
売
・
全
指
定
席
）

１
階
席
・
一
般　
　
４
０
０
０
円

　
　
　
・
学
生　
　
１
５
０
０
円

２
階
席
・
一
般　
　
３
０
０
０
円

　
　
　
・
学
生　
　
１
０
０
０
円

※

当
日
５
０
０
円
増

山
陰
浜
田
港
お
魚
料
理
教
室

日
時

２
月
19
日
㈭

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

講
師

長
野
操
子
さ
ん

定
員

20
人
（
未
受
講
者
優
先
）

料
金

8
０
０
円

こちらから
申し込めます

日
時

２
月
22
日
㈰
（
雨
天
決
行
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

場
所

今
福
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

※

事
前
申
込
み
不
要

料
金

３
０
０
円

（
中
学
生
以
下
無
料
）

問
合
せ

今
福
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー

☎
42
２
０
８
３

新
市
誕
生
20
周
年
記
念

幻
の
広
浜
鉄
道
今
福
線

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

石
見
海
浜
公
園

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

日
時

２
月
17
日
㈫

午
前
10
時
〜
正
午
（
小
雨
決
行
）

場
所

石
見
海
浜
公
園

定
員

10
人
（
先
着
）

料
金
無
料（
ポ
ー
ル
レ
ン
タ
ル
あ
り
）

申
込
み

石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン

タ
ー
へ

☎
㉘
２
２
３
１

対
象

難
病
患
者
及
び
そ
の
家
族

日
時

2
月
16
日
㈪

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所

浜
田
保
健
所
3
階
多
目
的
室

内
容
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
交
流
会

料
金

無
料

申
込
み

２
月
６
日
㈮
ま
で
に
浜
田

保
健
所
医
事
・
難
病
支
援
課
へ

☎
㉙
５
５
５
４

浜
田
圏
域
難
病
患
者
・
家
族
交
流
会

ほ
ほ
え
み
サ
ロ
ン

．

国
際
防
災
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日
時

２
月
14
日
㈯

午
後
４
時
30
分
〜
６
時

場
所

ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ

浜
田

2
階
ホ
ー
ル

テ
ー
マ

浜
田
か
ら
世
界
へ
。
美
し

い
自
然
と
文
化
を
守
り
、
繋
ぐ
助

け
合
い
の
心

災
害
支
援
活
動
写
真
展

日
時

２
月
15
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

場
所

県
立
大
学
講
堂
ロ
ビ
ー

内
容

全
国
の
被
災
状
況
や
支
援
活

動
の
紹
介
、
活
動
記
録
の
展
示

防
災
フ
ェ
ア

日
時

２
月
15
日
㈰

午
前
11
時
〜
午
後
５
時

場
所

県
立
大
学
駐
車
場

内
容

①
防
災
関
係
機
関
な
ど
の
出
展

②
防
災
車
両
・
資
機
材
、
通
信
・
電

力
設
備
デ
モ
な
ど

※

悪
天
候
時
は
縮
小
又
は
中
止

復
興
記
念
開
会
式

日
時

２
月
15
日
㈰

正
午
〜
午
後
１
時
30
分

場
所

県
立
大
学
講
堂

復
興
記
念
日
米
「
ト
モ
ダ
チ
」
コ
ン

サ
ー
ト

日
時

２
月
15
日
㈰

午
後
２
時
〜
３
時
40
分

場
所

県
立
大
学
講
堂

料
金

全
て
無
料

新
市
誕
生
20
周
年
記
念

浜
田
市
災
害
復
興
活
動
展

問
合
せ

防
災
安
全
課
防
災
安
全
係

☎
㉕
９
１
２
２

浜
田
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

日
時

２
月
11
日
㈷

場
所
浜
田
市
陸
上
競
技
場（
発
着
）

料
金

・
一
般　
　
　
　
　

２
０
０
０
円

・
高
校
生　
　
　
　
１
０
０
０
円

・
中
学
生　
　
　
　
　
７
０
０
円

・
小
学
生　
　
　
　
　
５
０
０
円

参
加
区
分

１
部
（
３
㎞
）

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｇ
Ｈ
Ｉ
Ｊ
Ｋ

中
学
校
卒
業
〜
一
般
の
男
子
、
60

歳
以
上
男
子
、
中
学
校
男
子
・
女
子
、

高
校
〜
一
般
女
子

２
部
（
２
㎞
）
Ｏ
Ｐ
Ｑ
Ｕ
Ｖ
Ｗ

小
学
校
４
〜
６
年
生
男
子
・
女
子

３
部
（
１
㎞
）
Ｌ
Ｍ
Ｎ
Ｒ
Ｓ
Ｔ

小
学
校
１
〜
３
年
生
男
子
・
女
子

※

詳
細
は
浜
田
市
陸
上
競
技
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

申
込
み

１
月
23
日
㈮
（
必
着
）
ま

で
に
浜
田
市
陸
上
競
技
協
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
書
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
、
メ
ー
ル
で
申
込
み
。

併
せ
て
参
加
料
を
郵
便
振
替
で
締

切
日
ま
で
に
振
込
み
。

（
口
座
番
号
０
１
３
６
０
ー
５
ー
７

２
９
４
５
浜
田
市
陸
上
競
技
協
会
）

問
合
せ

浜
田
市
陸
上
競
技
協
会
事
務
局

斎
藤
博
之
さ
ん

☎
０
９
０
‐
７
８
９
２
‐
４
２
０
８

石
見
海
浜
公
園

親
子
も
ち
つ
き
大
会

日
時

２
月
7
日
㈯
・
8
日
㈰

①
午
前
９
時
30
分
〜

②
午
後
１
時
30
分
〜

場
所
石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン
タ
ー

定
員

各
7
組（
要
予
約・先
着
順
）

料
金

１
組
１
５
０
０
円

申
込
み

石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン

タ
ー
へ

☎
㉘
２
２
３
１

日
時

２
月
６
日
㈮

午
後
２
時
10
分
〜
４
時
30
分

場
所

い
わ
み
ー
る
４
０
１
・
４
０

２
研
修
室

内
容

企
業
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

（
15
社
程
度)

、企
業
説
明
会
（
相

談
会
）

定
員

40
人
程
度
（
要
予
約
）

料
金

無
料

求
職
者
の
た
め
の
企
業
説
明
会

日
時

２
月
７
日
㈯

午
後
１
時
30
分
〜

場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

2
階
会
議
室

定
員

50
人

料
金

無
料
（
当
日
参
加
可
能
）

申
込
み
・
問
合
せ

２
月
５
日
㈭
ま

で
に
環
境
課
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
推
進
室
へ

☎
㉕
９
０
０
８

日
時

１
月
31
日
㈯

午
前
10
時
30
分
ス
タ
ー
ト

場
所

浜
田
市
陸
上
競
技
場
前
〜
野

球
場
・
競
技
場
周
辺
道
路
〜
浜
田

市
陸
上
競
技
場
前
の
周
回
コ
ー
ス

参
加
資
格

小
学
校
１
〜
６
年
生
の

男
女
で
、
保
護
者
の
承
諾
を
得
ら

れ
る
人

編
成

監
督
１
人
・
選
手
４
人
・
補

員
２
人
（
男
子
の
部
及
び
女
子
の

部
）

料
金

１
チ
ー
ム

２
０
０
０
円

申
込
み

１
月
20
日
㈫
（
必
着
）
ま

で
に
浜
田
市
陸
上
競
技
協
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
書
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
、
メ
ー
ル
で
申
込
み

問
合
せ

浜
田
市
陸
上
競
技
協
会
事
務
局

斎
藤
博
之
さ
ん

☎
０
９
０
‐
７
８
９
２
‐
４
２
０
８

浜
田
ち
び
っ
こ
駅
伝
競
走
大
会

対
象

市
内
事
業
者

日
時

２
月
10
日
㈫

第
１
部
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
活
用
講
座

第
２
部
Ａ
Ｉ
時
代
に
選
ば
れ
続
け
る

自
社
の
魅
力
発
信
講
座

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

第
３
部

実
践
ワ
ー
ク

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

場
所

い
わ
み
ぷ
ら
っ
と
会
議
室

講
師

第
１
部

安
孫
子
麗
美
さ
ん

（
島
根
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
）

第
２
部

中
島
綾
香
さ
ん

（
島
根
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
）

定
員

30
人

（
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
も
可
能
）

※

実
践
ワ
ー
ク
は
、
会
場
参
加
者

の
み

料
金

無
料

申
込
み

２
月
３
日
㈫
ま
で
に
左
記

申
込
み
フ
ォ
ー
ム
か
ら

問
合
せ

・
商
工
労
働
課
事
業
支
援
係

☎
㉕
９
５
０
１

・
島
根
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
浜
田
サ

テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

☎
㉔
９
３
０
１

こちらから
申し込めます

実
践
！
Ｃチ

ャ

ッ

ト

ｈａ
ｔ
Ｇジ

ー
ピ
ー
テ
ィ
ー

Ｐ
Ｔ
で

伝
わ
る
発
信
セ
ミ
ナ
ー

申
込
み

就
職
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

島
根
（
浜
田
事
務
所
）

☎
㉕
５
１
１
１

申
込
み

１
月
23
日
㈮
ま
で
に
左
記

申
込
み
フ
ォ
ー
ム
か
ら
又
は
申
込

書
を
浜
田
市
水
産
業
振
興
協
会

（
水
産
振
興
課
内
）
へ

☎
㉕
９
５
２
０

※

未
就
学
児
の
入
場
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。

プ
レ
イ
ガ
イ
ド

石
央
文
化
ホ
ー
ル
、

浜
田
市
教
育
委
員
会
文
化
振
興
課
、

ラ
・
ペ
ア
ー
レ
浜
田
、
み
ず
ほ
楽

器
、
石
正
美
術
館
、
江
津
市
総
合

市
民
セ
ン
タ
ー

定
員

50
人

料
金

小
学
生
以
上

３
０
０
円

（
入
館
が
必
要
）

申
込
み

ア
ク
ア
ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

秋
冬
の
特
別
展

推
し
事
し
ま
せ
ん
か
？
〜
ア
ク
ア
ス

推
し
事
部
屋
へ
よ
う
こ
そ
〜

期
間

１
月
12
日
㈷
ま
で

場
所

３
階
特
別
展
室

ゆ
っ
た
り
親
子
の
会

ア
ク
ア
ス
で
た
か
ら
さ
が
し

対
象

未
就
学
児
と
そ
の
家
族

日
時

１
月
26
日
㈪

午
前
10
時
〜

定
員

10
組
（
先
着
）

料
金
１
５
０
円（
入
館
料
に
含
む
）

申
込
み

当
日
１
階
総
合
案
内
所
へ

わ
が
家
に
合
っ
た

再
エ
ネ
導
入
セ
ミ
ナ
ー

〜
家
計
と
地
球
に
優
し
い
賢
い
選
択
〜

詳細は
こちらから
見られます
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新
年
の
あ
い
さ
つ

島
根
県
立
大
学
理
事
長
兼
学
長

　
　
　
　
　
　
　
山
下

一
也

平
岡
都
さ
ん
記
念
花
壇

「
Ｇガ

ー

デ

ン

ａ
ｒ
ｄ
ｅ
ｎ
ｏオ

ブｆ
Ｈホ

ー

プ

ｏ
ｐ
ｅ
」

　
　
の
お
手
入
れ
を
し
ま
し
た

問
合
せ

総
務
課

☎
㉔
２
２
０
０

サ
ー
ク
ル
紹
介
「
ダ
ン
ス
部
」

問
合
せ

学
務
課
キ
ャ
リ
ア
・
学
生
支
援
係

☎
㉔
２
３
９
６

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
浜
田
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
良

い
お
年
を
お
迎
え
に
な
っ
た
こ
と
と

存
じ
ま
す
。
日
頃
よ
り
島
根
県
立
大

学
へ
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

島
根
県
立
大
学
浜
田
キ
ャ
ン
パ
ス

は
令
和
３
年
４
月
に
、
総
合
政
策
学

部
を
「
国
際
関
係
学
部
」
と
「
地
域

政
策
学
部
」
に
再
編
し
、
昨
年
の
３

月
に
第
１
期
生
が
卒
業
を
迎
え
、
学

び
舎
を
巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ

し
て
、
今
年
の
４
月
よ
り
、
地
域
政

策
学
部
に
経
済
経
営
・
デ
ジ
タ
ル
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス
を
設
置
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
、
地
元
か
ら
の
入
学

者
増
加
に
向
け
た
高
大
連
携
の
取
組

の
強
化
や
、
地
元
企
業
へ
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
充
実
を
図
り
、
地

域
と
の
連
携
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
深

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
浜
田
市
が
実
施
す
る
「
浜
田

市

学
生
と
地
域
を
つ
な
ぐ
交
通
支

援
事
業
」（
通
称
：
県
大
生
版
あ
い

の
り
タ
ク
シ
ー
）
は
、
学
生
が
地
域

活
動
に
参
加
す
る
機
会
を
広
げ
、
地

域
と
の
交
流
を
深
め
な
が
ら
成
長
し

て
い
く
大
き
な
支
え
と
な
っ
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
に
は
引
き
続
き
温
か
い

ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
１
年
、
皆
さ
ん
が
健
や
か
に

お
過
ご
し
に
な
ら
れ
ま
す
こ
と
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

問
合
せ

総
務
課

☎
㉔
２
２
０
０

10
月
24
日
㈮
、
今
年
も
学
生
及
び

教
職
員
が
記
念
花
壇
に
集
ま
り
、
花

の
植
替
え
を
行
い
ま
し
た
。

作
業
に
先
立
ち
、
林
副
学
長
よ

り
、「
こ
れ
か
ら
も
記
念
花
壇
の
活

動
や
花
壇
の
前
を
通
る
た
び
に
、
夢

を
抱
き
学
ん
で
い
た
彼
女
を
思
い
出

し
、
事
件
を
決
し
て
忘
れ
る
こ
と
な

く
、
そ
の
記
憶
を
胸
に
刻
み
続
け
て

い
き
た
い
」
と
の
挨
拶
が
あ
り
、
参

加
者
全
員
で
黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
パ
ン
ジ
ー
や
ビ
オ
ラ
な

ど
秋
冬
の
花
へ
の
植
替
え
を
行
い
、

花
壇
は
新
た
な
彩
り
に
包
ま
れ
ま
し

た
。私

た
ち
は
、
事
件
を
決
し
て
風
化

さ
せ
な
い
と
い
う
思
い
を
胸
に
、
学

生
が
安
心
・
安
全
に
大
学
生
活
を
送

れ
る
よ
う
、
今
後
も
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

平岡都さん記念花壇 お手入れの様子

こ
ん
に
ち
は
。
島
根
県
立
大
学
ダ

ン
ス
部
部
長
の
民
木
優
で
す
。
ダ
ン

ス
部
で
は
イ
ベ
ン
ト
に
向
け
て
楽
し

く
練
習
を
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
海
遊

祭
や
毎
年
２
回
行
わ
れ
る
校
内
ラ
イ

ブ
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
積
極

的
に
出
演
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
部

活
内
で
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
イ
ベ
ン
ト
や
Ｂ

Ｂ
Ｑ
を
開
催
す
る
な
ど
し
て
、
楽
し

み
な
が
ら
仲
を
深
め
て
い
ま
す
。
経

験
者
、
初
心
者
関
係
な
く
、
全
員
が

楽
し
い
仲
間
と
一
生
懸
命
練
習
し
楽

し
く
ダ
ン
ス
を
し
て
い
ま
す
。

冬
の
校
内
ラ
イ
ブ
に
向
け
て
練
習

を
し
て
い
ま
す
。
楽
し
い
ラ
イ
ブ
を

作
り
上
げ
る
の
で
、
ぜ
ひ
見
に
来
て

い
た
だ
け
る
と
う
れ
し
い
で
す
。
ラ

イ
ブ
の
情
報
は
、
ダ
ン
ス
部
の
イ
ン

ス
タ
グ
ラ
ム
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ

さ
い
。

ダンス部

有

料

広

告

広
告
募
集
中

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿

図書館情報
開館時間 １月の休館日

中央 ☎㉒0480  9:00～19:00 13日㈫･26日㈪
金城 ☎421823

 9:00～17:00 ５日㈪･13日㈫
19日㈪･26日㈪

旭 ☎451439
弥栄 ☎482258
三隅 ☎320338 10:00～19:00

（土日祝日は18:00まで）

❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖

月刊！
こども美術館

浜田市世界こども美術館

vol.349

浜田市野原町859－1（県立大学となり）
■開館時間…午前9時30分～午後5時
■電話…0855－23－8451
■ホームページ…https://www.hamada-kodomo-art.com

「図書館のもよおし」は、はまだ情報カレンダー
裏面のくらしのサービスガイドをご覧ください。

蔵
書
点
検
に
伴
う
休
館
の
お
知
ら
せ

休
館
中
の
図
書
返
却
に
つ
い
て

貸出ベスト10（令和７年11月期）
順位 タイトル 著者
1 ブラック・ショーマンと覚醒する女たち 東野　圭吾
2 一橋桐子<79>の相談日記 原田　ひ香
3 店長がバカすぎて 早見　和真
4 「真」犯人 石持　浅海
５ 月収 原田　ひ香
６ 俺たちの箱根駅伝　上 池井戸　潤
７ ありか 瀬尾　まいこ
８ カフネ 阿部　暁子
９ マスカレード・ライフ 東野　圭吾
10 蛍たちの祈り 町田　そのこ

年
始
の
開
館
に
つ
い
て

新
年
は
4
日
㈰
午
後
1
時
か
ら
開
館

し
ま
す
。

１月の休館日　　年始　１日㈷
月曜日 ６日・20日・27日
展示替　14日㈫～17日㈮

年
始
は
２
日
㈭
か
ら
開
館
し
ま
す
。

ぼ
う
け
ん
！
植
物
展

１
月
の
イ
ベ
ン
ト

国
際
交
流
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

電話：0855-24-2200
ホームページ：https://www.u-shimane.ac.jp

１月の休館日　年始　１日㈷・２日㈮
月曜日 ５日・19日・26日
展示替　13日㈫～16日㈮

年
始
は
３
日
㈯
か
ら
開
館
し
ま
す
。

１
月
の
イ
ベ
ン
ト

年
に
一
度
、
図
書
館
で
は
所
蔵
図
書
の
確

認
・
整
理
（
蔵
書
点
検
）
を
行
い
ま
す
。
休

館
中
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
蔵
書
点
検
に
伴
う
休
館
日
】

中
央
図
書
館

１
月
27
日
㈫
〜
２
月
４
日
㈬

三
隅
図
書
館

１
月
13
日
㈫
〜
15
日
㈭

休
館
中
の
返
却
は
、
返
却
Ｂボ

ッ

ク

ス

Ｏ
Ｘ
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
（
弥
栄
図
書
館
を
除
く
）。

な
お
、
資
料
の
損
傷
を
防
ぐ
た
め
、
子
育
て

お
楽
し
み
貸
出
セ
ッ
ト
、
視
聴
覚
資
料
（
Ｄ

Ｖ
Ｄ
・
ビ
デ
オ
な
ど
）、
紙
芝
居
、
大
型
絵
本
、

リ
ク
エ
ス
ト
に
よ
り
ほ
か
の
図
書
館
か
ら
借
り

受
け
た
図
書
は
、
返
却
Ｂ
Ｏ
Ｘ
で
の
返
却
が
で

き
ま
せ
ん
。
開
館
後
、
窓
口
に
直
接
ご
返
却
く

だ
さ
い
。

〝
植
物
〞
を
テ
ー
マ
に
現
代
美
術
作
品
を

紹
介
す
る
体
験
型
の
展
覧
会
。

会
期

１
月
12
日
㈷
ま
で

助
成
（
一
財
）
地
域
創
造

※

最
終
日
12
日
㈷
に
は
、
展
示
室
に
て
出

品
作
家
・
村
山
大
明
さ
ん
に
よ
る
ク
ロ
ー

ジ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

※

要
観
覧
料

17
日
㈯
よ
り
、
浜
田
と
世
界
の
子
ど
も
た

ち
の
展
覧
会
が
始
ま
り
ま
す
。

会
期

２
月
23
日
㈷
ま
で

料
金

一
般　
　
　
　
　
　
３
０
０
円

　
　
　
高
校
・
大
学
生　
　

２
０
０
円

　
　
　
小
・
中
学
生　
　
　
１
０
０
円

24
日
㈯
は
ブ
ー
タ
ン
の
ゲ
ス
ト
を
、
25
日
㈰

は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
中
国
・
ベ
ト
ナ
ム
の
交

流
員
を
加
え
た
４
カ
国
の
創
作
活
動
を
実
施
し

ま
す
。

◎
24
日
㈯
・
25
日
㈰

参
加
費

３
０
０
〜
５
０
０
円

《
羽
子
板
づ
く
り
》

◎
３
日
㈯
・
４
日
㈰

参
加
費

４
０
０
円

第
29
回
浜
田
こ
ど
も

　
　
　
　
　
　
ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
展

《
紙
で
木
を
つ
く
ろ
う
》

◎
10
日
㈯
・
11
日
㈰
・
12
日
㈷

参
加
費

３
０
０
円

《
す
す
め
！
ビ
ー
玉
く
ん
》

◎
17
日
㈯
・
18
日
㈰

参
加
費

２
０
０
円

《
毛
糸
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
け
ん
玉
》

◎
31
日
㈯
・
２
月
１
日
㈰

参
加
費

３
０
０
円

※

い
ず
れ
の
活
動
も
、
午
後
１
時
〜
４
時
。

※

参
加
受
付
は
、
当
日
１
階
創
作
室
に
て
午

後
１
時
〜
３
時
30
分
ま
で
。

ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動



明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
に

は
、
新
し
い
年
を
迎
え
ら
れ
た

こ
と
、
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
一
年
の
市
民
の
皆
さ
ん

の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り

し
ま
す
と
と
も
に
、
広
報
は
ま

だ
を
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

写
真
：
マ
リ
ン
大
橋
か
ら
眺
め

る
朝
日

今月の表紙

市長直行便（市政に関するご意見・ご提言）をお寄せください。市長直行便は、市ホームページの市長直行
便入力フォーム、又は専用はがき（本庁・支所・まちづくりセンターなどに備付け）などをご利用ください。

✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚

開館時間 9:00～17:00
月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）
年末年始・展示替え期間
（括弧は20人以上の団体）
一　般　500円（400円）

展覧会によって異なります
小中生　200円（160円）
高大生　300円（240円）

休 館 日

観 覧 料

※

年
始
は
４
日
㈰
か
ら
開
館

展
覧
会
の
お
知
ら
せ

✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚

会
期

３
月
８
日
㈰
ま
で

【
石
本
正
記
念
展
示
室
】

没
後
10
年
企
画
展
「
石
本
正

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
美
術
の
旅

―
中
世
を
夢
み
て
―

風
景
ス
ケ
ッ
チ
を
中
心
に
」

日
本
画
家
・
石
本
正
（
浜
田
市
出

身
／
１
９
２
０
‐
２
０
１
５
）
が
若

ギ
ャ
ラ
リ
ー
情
報

　
　
　
　
　
　
　
（
観
覧
無
料
）

「
干
支
展
―
２
０
２
６

午
―
」

会
期

１
月
４
日
㈰
〜
25
日
㈰

２
０
２
６
年
の
干
支
・
午
に
ち
な

み
、
馬
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
絵
画
や
手

芸
、
陶
芸
な
ど
の
一
般
公
募
作
品
を

一
堂
に
展
示
し
ま
す
。

作品見本
高さ９㎝×幅11㎝

日
時

１
月
10
日
㈯
、
11
日
㈰

午
後
１
時
〜
３
時

場
所

石
正
美
術
館

創
作
室

参
加
費

１
５
０
０
円

定
員

各
日
15
人

※

要
予
約

講
師

土
人
形
作
家

福
美
さ
ん

１
月
の
イ
ベ
ン
ト

昔
な
が
ら
の
お
正
月
の
遊
び

「
石
州
和
紙
で
凧
作
り
に
挑
戦
！
」

日
時

１
月
４
日
㈰

午
後
１
時
〜
３
時

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
い
わ
み

「
ウ
ィ
ン
タ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」

日
時

１
月
18
日
㈰

午
後
２
時
〜
２
時
40
分

（
開
場
午
後
１
時
30
分
）

場
所

石
正
美
術
館
創
作
室

料
金

入
場
無
料

出
演

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
い
わ
み

（
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
／
栃
畠
宏

樹
、
ユ
ー
フ
ォ
ニ
ア
ム
／
原
大
輝
）

開
催
中
の
企
画
展
に
併
せ
て
「
冬

の
旅
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
ク
ラ
シ
ッ

ク
や
ジ
ャ
ズ
、
歌
謡
曲
な
ど
を
演
奏

し
ま
す
。
温
か
な
音
色
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

★
関
連
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
土
人
形
絵
付
け
体
験
―
午
―
」

場
所

石
正
美
術
館

創
作
室

参
加
費

５
０
０
円

定
員

15
人

※

要
予
約
。
空
き
が
あ
れ
ば
当
日

参
加
も
で
き
ま
す
。

持
ち
物

防
寒
着

丈
夫
な
石
州
和
紙
を
使
っ
て
よ
く

飛
ぶ
凧
を
作
り
ま
す
。
で
き
上
が
っ

た
ら
、
近
く
の
広
場
で
あ
げ
て
遊
び

ま
し
ょ
う
！

い
頃
か
ら
憧
れ
て
い
た
中
世
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
美
術
。
44
歳
の
時
に
目
に
し

た
素
朴
で
力
強
い
ロ
マ
ネ
ス
ク
期
の

フ
レ
ス
コ
画
へ
の
感
動
か
ら
、
西

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
を
巡
る
ツ
ア
ー

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
美
術
の
旅
」
を
企
画

し
ま
す
。
約
20
年
の
間
に
９
回
、
最

長
で
３
か
月
と
い
う
長
期
間
に
わ

た
っ
て
約
30
人
の
教
え
子
た
ち
と
と

も
に
バ
ス
で
走
り
ま
し
た
。
旅
の
中

で
は
常
に
、
見
た
い
も
の
へ
と
我
先

に
駆
け
寄
り
美
に
感
動
す
る
石
本
の

姿
が
あ
り
ま
し
た
。

本
展
で
は
、
そ
の
道
中
で
描
か
れ

た
風
景
ス
ケ
ッ
チ
を
中
心
に
展
覧
し
、

画
家
の
感
動
の
旅
の
足
跡
を
た
ど
り

ま
す
。

世 帯 男 女 総 数
浜 田 18,481 16,958 18,554 35,512
金 城 1,808 1,789 1,893 3,682
旭 1,225 1,170 1,132 2,302

弥 栄 607 493 531 1,024
三 隅 2,646 2,467 2,575 5,042
合 計 24,767 22,877 24,685 47,562

（単位：人）
人　口（令和７年11月末現在）

毎
月
１
日
発
行

編
集
・
発
行
　
浜
田
市
市
長
公
室

　
　
　
　
　
　
☎
 0855‒25‒9151

　
　
　
　
　
　

ＦＡＸ0855‒22‒3091

本
庁
　
〒
697-8501 島

根
県
浜
田
市
殿
町
１
番
地

　
　
　
 ☎
0855‒22‒2612（

代
表
）

　
　
https://w

w
w
.city.ham

ada.shim
ane.jp

　
　
info@

city.ham
ada.lg.jp

各
支
所
　
　
金
城
支
所
　
☎
42‒1234

　
　
　
　
　
旭
支
所
　
　
☎
45‒1234

　
　
　
　
　
弥
栄
支
所
　
☎
48‒2111

　
　
　
　
　
三
隅
支
所
　
☎
32‒2800

浜
田
市
広
報
 

@
koushitsu.ham

ada

Facebook

広
報
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